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　本学は、赤十字の理念である人道に基づいた「生きるを支える人になる」を教育目的とし、赤十字に
関する学修や活動を進めています。今年度は、コロナ禍にて中止していた、災害救護訓練、防災キャン
プ等を実施し、また、日本赤十字学園の３大学（秋田・日看大・広島）による国際赤十字関連施設（イタ
リア・スイス）への海外研修も行いました。
　７月には、秋田県豪雨災害があり、看護大学、短期大学学生34名、教職員12名が被災し、授業の時
期をずらす等の対応をしました。また、学生と教職員合わせて延べ166名が、浸水被害に遭われた住
居の家財の運び出しや泥の片付け、清掃等の災害ボランティア活動を行い、地域に元気を与えました。
その活動に対して、包括的連携協定を締結している秋田市社会福祉協議会より、感謝状が贈呈されま
した。
　また、令和４年度より秋田県の要請を受けて実施している「介護施設等防災リーダー養成事業」を
継続して行いました。今年度は、大学における開催に加え、地域に足を運び研修会を開催しました。

ͷΩϟϦΞϓϥϯࢲ

੺ेࣈͷ͓ࣄ࢓ମݧΠϕϯτʮ੺ेࣈΩοζλ΢ϯʯΛ̐ 年ͿΓʹ։࠵

ୈ1�ճ੺ेࣈɾ
ҭڭ人ಓࡍࠃ
ϑΥʔϥϜ

ʤ大ֶʥֶޢ؃෦ʗ大ֶӃɹʤ୹ظ大ֶʥհޢ෱ֶࢱՊઃஔ学෦等

018-829-4000ిɹ࿩ ळాݝळా্ࢢ๺खԐాࣈබ୅୔17�3ॅɹॴ

原 玲子
ֶ௕

日本赤十字秋田看護大学
日本赤十字秋田短期大学

「生きる」を支える人になる

ɹର人ԉॿのϓϩϑΣογϣナϧͰ͋Δ看護・介護福祉をࢤ
͢ऀとͯ͠ ɺࣗ ֮と্޲৺を高Ίɺࣗ らの໨ඪを࠶認ࣝ͢Δߦ
事ͰɺҎલ͸ʮએ੤ࣜʯとݺΜͰいま͠たɻ
ɹ学಺Ͱの学ͼをͯܦɺ本格తͳ長期の施設࣮शにྟΉ看護
学部３年ੜと介護福祉学科２年ੜが参Ճ͠ま͠たɻ

ɹ本学を会৔にɺ赤十字の͓࢓事ମݧΠϕϯトʮ赤十字Ωοζλ΢ϯʯが４年ͿΓに開࠵
さΕま͠たɻ本学とɺ日本赤十字社秋田県支部・秋田赤十字病院・秋田県赤十字݂ӷηϯ
λー・秋田赤十字ೕࣇ院にΑΔ共࠵ΠϕϯトͰ͢ɻ参Ճ͠た子Ͳ΋たͪ͸災害࣌のٹ護ମ
に取Γ組ΜͰいま͠たɻ݋にਅݧ事ମ࢓業務ɺ保育士ɺ看護師ͳͲの͓݂ݙ΍ݧ

ɹʮ΢ΫϥΠナ人道ػةに͓͚Δ国際赤十字の׆ಈʯをςーϚ
にɺ日本赤十字社国際部国際ٹԉ課ओ事の໼田結ࢯにΑΔ
ΘΕま͠たɻ令和５年１月から２月まͰの΢ΫϥΠナߦԋがߨ
Ͱの໼田ࢯの׆ಈが঺介さΕɺʮఢຯ方の۠別ͳ͘ɺ࠷΋ॿ͚
がඞཁͳ人を༏ઌͯ͠ 護͢Δのがɺ赤十字が赤十字Ͱ͋Δٹ
理༝Ͱ͋Δʯとい͏ϝοηージにɺ参Ճ͠た学ੜ΍高大連ܞ協
ఆ校のੜె͸ࣖを͚ͯ܏いま͠たɻ

私のキャリアプラン

赤十字のお仕事体験イベント「赤十字キッズタウン」を４年ぶりに開催

第14回赤十字・国際人道教育フォーラム
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ՆͷΦʔϓϯΩϟϯύεΛ։࠵ ϋϩ΢ΟϯɾύʔςΟʔΛ։࠵

ʮ੺ेࣈΈΜͳͷ๷ࡂΩϟϯϓʯΛ̐ 年ͿΓʹ॓ധࣜܗͰ։࠵

ʮ੺ेࣈւ֎ελσΟʔπΞʔʯ（੺ेࡍࠃࣈԋश）Λ̐ 年ͿΓʹ࣮ࢪ

֤େ学・୹ظେ学のಈ޲

ɹආ೉所ӡӦ΍災害࣌にඞཁͳ知ࣝ΍ٕज़を学Ϳ１ധ
２日のʮ赤十字ΈΜͳの防災Ωャϯϓʯを本学に࣮ͯ施͠ɺ
50໊の学ੜが参Ճ͠ま͠たɻ参Ճऀ͸大ن໛災害のൃੜ
ͰϥΠϑϥΠϯがஅたΕたঢ়گを૝ఆ͠ɺආ೉所設Ӧ΍ਬ
͖ग़͠ɺ災害支ԉγΣϧλー設ӦͳͲɺ༷ ʑͳϓϩάϥϜ
をମ͠ݧま͠たɻ॓ ധを൐͏ϓϩάϥϜ͸４年ͿΓとͳΓɺ
学ੜ͸ମ育館΍άϥ΢ϯυに設Ӧ͠た؆қϕουとςϯト
を࢖༻ͯ͠ 災害࣌の॓ധをମ͠ݧま͠たɻ

ɹ日本赤十字看護大学ٴͼ日本赤十字広島看護大学との
共࠵にΑΓɺ本学がల開͢Δ国際׆ಈの一ͭͰ͢がɺ令和
２年౓Ҏ߱͸ίϩナՒͰ開࠵がݟૹらΕͯいま͠たɻࠓ年
౓͸４年ͿΓに࣮施さΕɺ本学から学ੜ͸７໊が参Ճͯ͠ ɺ
５ധ̔日ͰΠλリΞ・スΠスを๚問͠ま͠たɻ赤十字国際ҕ
һ会本部΍国連事務所ͳͲの国際ؔػを๚Εɺݟ学΍ߨ
ٛͳͲを௨ͯ͡学ͼを深Ί͖ͯま͠たɻ

ɹࠓ年౓͸ن໛を֦大ͯ͠ ʮՆのΦーϓϯΩャϯύスʯを開࠵
͠ま͠たɻまたɺ特別اըʮυΫλーϔリݟ学会ʯを࣮施͠ɺ県
಺֎からଟ の͘高校ੜ・保護ऀのօ༷に͝参Ճいた͖ͩま͠
たɻ࣮ शࣨͰのྟ৔͋ײΔ໛ٖԋश΍ɺઌഐにΑΔΩャϯύス
πΞーɺઌഐと࿩ͦ͏ίーナー΋とͯ΋޷ධͰ͠たɻ೐΍かͰ
ΞοトϗーϜͳงғؾの中Ͱの開࠵とͳΓま͠たɻ

ɹ10月31日から３日ؒにΘたΓϋϩ΢ΟϯΠϕϯトが開࠵さ
Εま͠たɻίϩナՒに͓いͯ͸ɺ༷ ʑͳ੍ݶから学ੜΠϕϯト
を開͢࠵Δ と͜がͰ͖͓ͯΓまͤΜͰ͠たがɺ本学学༑会ϝϯ
όーと看護学部４年ੜの༗ࢤが協ྗͯ͠ ɺΠϕϯトの࣮ݱにࢸ
Γま͠たɻϋϩ΢Οϯ༷࢓に૷০さΕた学಺ͰɺέーΩόΠΩ
ϯά΍Ϗϯΰ大会ɺԾ૷ϑΥトίϯςストͳͲのΠϕϯトを௨͠
ͯ学ੜؒのަྲྀを深ΊΔػ会とͳΓま͠たɻ

「赤十字みんなの防災キャンプ」を４年ぶりに宿泊形式で開催

「赤十字海外スタディーツアー」（赤十字国際演習）を４年ぶりに実施

夏のオープンキャンパスを開催 ハロウィン・パーティーを開催



12

　今年度はさいたま看護学部の完成年度を迎え、両学部で4学年が揃った年となりました。本学では赤
十字の理念に即した教育をさらに推進できるよう、数年前から将来構想の課題として学部、大学院の教
育の在り方検討及びその方針に基づくカリキュラム検討を行ってきました。今年度は次年度からの学部
新カリキュラムの実施に向けて、教育方法や実習施設の開拓、調整などを進めました。大学院において
は修士課程、博士後期課程における新カリキュラムの検討を推進すると同時に、研究科開設30周年を
迎えましたので年間を通して記念事業を展開しました。また、スイス・スウェーデンとの国際交流も再開
し、海外研修や海外からの研究者の来訪を通して学生や教職員もグローバルな知見や刺激を受けるこ
とができたと思います。
　災害救護研究所は発足３年目を迎え、各部門の研究発表が活発に行われています。２学部１研究科
を持つ大学として、今後もさらなる教育、研究の発展のための改革を進めると同時に、それを支える大
学組織の安定化に向けて尽力していきたいと考えています。

෦ʗ大ֶӃઃஔ学෦等ֶޢ؃·෦ʗֶ͍ͨ͞ޢ؃

（広尾キャンパス） 03-3409-0875ిɹ࿩ ॅɹॴ ౦ژ౎ौ୩۠広尾4�1�3
（大宮キャンパス） 048-799-2747ిɹ࿩ ॅɹॴ தԝ্۠མ߹8�7�19ࢢ·͍ͨ͞ݝۄ࡛

守田 美奈子
ֶ௕

日本赤十字看護大学
Vision for Humanity－人道の実現に向けて

大ٶΩャϯύス広ඌΩャϯύス

ɹ令和２年４月１日に開設さΕたさいたま看護学部͸ɺࠓ年
౓Ͱ׬成年౓をܴ͑ɺه೦事業を࣮施いた͠ま͠たɻ࣮ शࢦ
ಋऀ࠙ஊ会΍公開࠲ߨを࣮施͠ɺ３月28日に͸大ٶΩャϯύ
ス別館$P$P3Pϗーϧにͯه೦ࣜయを開࠵いた͠ま͠たɻ౰
日͸日本赤十字社໾৬ऀを͸͡Ίɺ大学ؔऀ܎΍ୀ৬教৬
һͳͲをট଴͠ɺ
日本赤十字社副
社 長 ླ ໦ ढ़ ඙
ԋをߨௐجにࢯ
いた͖ͩͯͬߦ
ま͠たɻ

ɹ大学院30प
年ه೦事業の
一؀とͯ͠大学
院ੜࣨの一部を
リχϡーΞϧ͠ɺ
学修・研究ڥ؀
を੔උいた͠ま
͠たɻリχϡーΞ
ϧに܎Δඅ༻͸
同૭会のॿ成΍د෇ۚを׆༻さͤͯいた͖ͩɺリχϡーΞϧ計
ըを立Ҋ͢Δ際͸ώΞリϯάのػ会を設͚ΔͳͲɺར༻͢Δ大
学院ੜの੠をଚ重͠ɺϑリーΞυϨス੮΍ݸ別ϒースɺϛーςΟ
ϯάスϖースの設ஔͳͲɺΑΓར༻͠΍͢い研究ۭؒとͯ͠ ੜ
まΕมΘΓま͠たɻ

ɹ看護学研究科修士課程看護学専攻専門看護師（$/4）ίースɺ同専攻࣮ફίー
スɺٴͼ看護学研究科修士課程国際保健ॿ࢈学専攻࣮ફίース͸12月20日෇Ͱ
৬業࣮ફྗ育成ϓϩάϥϜ（#1）と͠ ͯจ部科学大ਉに認ఆさΕま͠たɻࠓ後社会人
΍ا業等のχーζにԠ͡た࣮ફత・専門తͳϓϩάϥϜをӡ༻͠ɺ社会人の৬業に
ඞཁͳೳྗの্޲をਤΔػ会を一૚֦大さͤま͢ɻ

さいたま看護学部完成年度記念事業の実施 大学院生室リニューアルプロジェクト

職業実践力育成プログラム（BP）に認定（大学院）

৽͘͠ ੜ·ΕมΘͬͨେֶӃੜࣨ

日ຊ੺ेࣾࣈ෭ࣾ௕ླ໦ढ़඙ࢯʹΑΔجௐߨԋ

จ෦Պֶল৬࣮ۀફྗҭ੒ϓϩάϥϜ（#1）ϩΰϚʔΫ
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֤େ学・୹ظେ学のಈ޲

ɹίϩナՒのӨڹにΑΓҾ͖ଓ͖中ࢭとさΕͯいた国際ަྲྀ
΍ަཹ׵学にͭいͯɺࠓ年౓ΑΓॱ࣍࠶開͠ɺス΢Σーσϯの
ス΢Σーσϯ赤十字大学から３໊ɺスΠスのϥ・ιース大学か
ら２໊のཹ学ੜをड͚ೖΕま͠たɻまたɺ本学から྆校΁͸ͦ
ΕͧΕ３໊の学ੜを೿͠ݣま͠たɻスΠスのϥ・ιース大学と
の協ఆにͮ͘ج教һの人事ަྲྀ΋࠶開͠ɺ同大学΁の研修と
ͯ͠ ２໊の教һが೿ݣさΕま͠たɻ

ɹさいたま看護学部͸６月３日ɺ看護学部͸
10月21日に学֎ऀの๚問੍ݶのͳいܗͰ学
園ࡇを開͠࠵ま͠たɻいͣΕ΋学ੜが཰ઌͯ͠
計ը・४උ͠ɺདྷ৔さΕた஍Ҭॅຽ΍高校ੜ
のօ༷と一ॹに੝Γ͋がͬた学園ࡇとͳΓま
͠たɻまたɺ看護学部Ͱ͸Ωャϩリϯά΋࠶開
͠ɺ学ੜ͸૑ҙ޻෉ͭͭ͠ɺ日本赤十字社医
療ηϯλーɺ同ηϯλーෟଐೕࣇ院ٴͼ日本
赤十字社૯合福祉ηϯλーの༷ऀױ΍͓子
༷ɺೖ༷ऀډ方をָ͠まͤͯ͘ Εま͠たɻ

ɹ赤十字の特৭͋Δ教育とͯ͠ ɺ学校法人日本赤十字学園理事長
෋田博थࢯΑΓʮ日本赤十字社のաࡏݱ・ڈ・ະདྷɺͦ ͯ͠ 赤十字看
護にͭいͯʯと୊͠た特別ٛߨを看護学部ٴͼさいたま看護学部の
後ɺ赤十字の看護΍教育ٛߨ学年をର৅に࣮施͠ま͠たɻ特別ڃ্
にͭいͯ͑ߟた と͜ɺ͡ײた と͜をͦΕͧΕͰ͑ߟɺまとΊさͤΔ と͜
にΑΓɺ本学Ͱ学Ϳ と͜にର͢Δҙࣝ෇͚を深ΊΔو重ͳػ会とͳ
Γま͠たɻ

ɹさいたま看護学部が׬成年౓をܴ͑ɺॳのଔ業ੜがഐग़さ
ΕΔ と͜からɺ学修ҙཉの্޲に͛ܨΔ と͜を໨తと͠ ͯɺ(1"
をج४と͠たਃ合ͤを࡞成͠ɺ成੷༏ल৆を設ஔいた͠ま͠
たɻ推નج४の一ͭとͯ͠ ଔ業࣌のྦྷੵ(1"が্Ґ５ˋに֘
౰͢Δऀと͠ɺࠓ年౓ଔ業ࣜの際に͸３໊の༏लͳଔ業ੜに
ରͯ͠ දজを࣮施͠ま͠たɻͳ͓ɺ成੷༏ल৆͸看護学部Ͱ΋
年౓͸໊̔をදজͯ͠ࠓ年౓からಋೖさΕ͓ͯΓɺࡢ いま ɻ͢

国際交流事業の展開

学園祭（クロア・ルージュ祭）及びキャロリングの開催

学校法人日本赤十字学園理事長による特別講義

成績優秀賞の表彰（さいたま看護学部）

ࢠͷ༷ٛߨΑΔಛผʹࢯ௕෋ాതथࣄԂཧֶࣈ๏人日ຊ੺ेߍֶ

ࢠੜͱͷަྲྀձͷֶ༷ཹ׵ަ ੒੷༏ल৆ͷදজ෩ܠ

ΩϟϩϦϯάʹࢀՃ͢Δֶੜͷ༷ࢠ
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　本学は、令和５年度に開学20周年を迎えました。記念事業として５月に新日本フィルハーモニー交響
楽団の吉鶴洋一氏を迎えてのコンサート開催に始まり、７月には理事長による講演会、10月には東海メ
ディカルプロダクツ会長の筒井宣政様を迎えての講演会を開催し、11月には記念式典を行い、福和伸夫
先生（あいち・なごや強靭化共創センター長）による「温故知新と居安思危で大災害時の医療を持続す
る」と題する記念講演会と防災・減災シンポジウムを開催しました。そして、開学20周年記念誌を発行し
て事業を終えました。
　事業の一環として、多くのご支援を受けて講堂にLEDビジョンを設置することができました。鮮明な画
像は、今後の６大学の協働、国際交流、地域貢献にも活躍すると思います。赤十字学の立ち上げとして、
本学が保管する赤十字史料のデジタルアーカイブ化の検討も始まりました。開学20周年を機会として、
より質の高い教育・研究を通し、さらなる大学の発展に尽力して参ります。鎌倉 やよい

ֶ௕

෦ʗ大ֶӃઃஔ学෦等ֶޢ؃

0565-36-5111ిɹ࿩ Ѫ஌ݝ๛ాࢢനࢁொࣣ12�33ॅۂɹॴ

日本赤十字豊田看護大学
地球に寄り添う看護

ɹ２月22日にח૔΍Αい学長の࠷ऴٛߨがߦΘΕま͠たɻ
ʮ看護教育Թނ知৽ʯと୊ͯ͠１࣌ؒのٛߨがߦΘΕɺ会৔
に͸໿150໊の看護学部ੜɺ大学院ੜɺ教৬һが集まΓ೤৺
にٛߨをௌいͯいま͠たɻٛߨ後͸஡࿩会が࠵さΕɺ学ੜ・教
৬һが学長をғΜͰँײのҙをද͢Δとと΋にɺࢥいग़࿩に
Ֆを࡙かͤま͠たɻ

ɹ本学Ͱ͸平成29年౓ΑΓ国際ަྲྀの一؀とͯ͠λΠ赤十
字看護大学と̢̤̪をక結͠ɺ学ੜのड͚ೖΕをͯͬߦいま
͢ɻࠓ年౓ɺ本学ॳのλΠ赤十字看護大学΁の学ੜ೿３）ݣ
໊）をߦいま͠たɻまたɺ৽ܕίϩナ΢Πϧスײછ঱のӨڹͰ
中ͯ͠ࢭ いた学ੜड͚ೖΕ（３໊）を࠶開͠ま͠たɻ
ɹ同͘͡ 中ͯ͠ࢭ いたӳ国ޠ学研修を海֎ޠ学研修と改Ίɺߦ
ઌをΦーストϥリΞ΁ม͠ߋɺ本学学ੜ23໊を೿͠ݣま͠たɻ

ɹࡏݱ本学がಋೖͯ͠ いΔ学務γスςϜを֦ுͯ͠ ɺe�ϙートϑΥリΦをߏங͠ま͠たɻ成੷΍学業を௨ͯ͠ ਎にண͚たٕज़をϙート
ϑΥリΦのܗͰه࿥͢Δ と͜Ͱɺ学ੜ͸ࣗらの学ͼのୡ成ঢ়گを؍٬తに੔理・఺͢ݕΔ と͜がͰ͖ま͢ɻe�ϙートϑΥリΦを௨ͯ͠ ɺ学
ੜがࣗらのྗを೺Ѳ͠た্Ͱ৽たͳ学ͼをൃ͠ݟɺ௚໘ͯ͠ いΔ課୊をղܾ͢Δ と͜がՄೳにͳΓɺ学修ڥ؀の্޲が期଴さΕま ɻ͢

学長最終講話 対面での国際交流活動の再開

e-ポートフォリオの構築

λΠͰͷܴ׻ձ
ɺֶޙ࿩ߨ ੜʹғ·ΕΔח૔ֶ௕
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֤େ学・୹ظେ学のಈ޲

ɹ保護ऀ΁の本学の教育にର͢Δ理ղଅ進のたΊɺʮ保護ऀと教һのަྲྀ
会ʯを࣮施͠ま͠たɻ大学からのۙگใࠂとνϡーλー教һとのݸ別໘ஊを
ධをಘͯいま͢ɻ޷いɺ保護ऀから͸ʮ大学Ͱの༷子が෼かΓ҆৺͠たʯとߦ
ɹまたɺ学ੜ支ԉに͓͚Δ保護ऀとの連ڧܞԽのたΊɺ৽たに保護ऀϙー
λϧαΠトをߏங͠ま͠たɻ保護ऀがWeb্Ͱ成੷ɺ࣌ ͼ͓知らͤٴׂؒ
を֬認͢Δ と͜がͰ͖ΔΑ͏にͳΓま͢ɻ

ɹೖ学後の学शがスϜーζに進ΊらΕΔΑ͏ɺೖ学લ教育課
୊を全໘ม͠ߋɺӡ༻を開࢝͠ま͠たɻ特に理਺ܥ科໨にͭ
いͯ͸ɺૅجతͳ਺学・ੜ
物・Խ学・物理の֤߲໨
をݫબ͢Δとと΋にɺʮ看
護学ʯをΠϝージͰ͖ΔΑ
͏ग़୊ࣜܗを޻෉ͯ͠い
ま͢ɻ
ɹまたɺ令和６年౓からӳ
のϓϨΠスϝϯトςストޠ
にʮ(5&$ʯをར༻͠ɺӳޠ
Ͱのίϛϡχέーγϣϯೳ
ྗ΍࣮ફྗをଌఆ͢Δと
と΋にɺ大学Ͱの学ͼのಈ
に͚ͯͮ͠ػ い͖ま͢ɻ

ɹ本学͸ɺ博物館໌࣏ଜ所蔵の赤十字࢙ྉを研究໨తのた
ΊにआೖΕɺ࢙ ྉࣨͰ保؅ͯ͠いま͢ɻࠓ年౓の࢙ྉのར༻
͸18݅͋Γま͠たɻ12月にήートλϫー26݂ݙϧーϜͰʮ࢙
ྉからݟΔ赤十字看護師（婦）養成のྺ࢙ʯのలࣔを開͠࠵ɺ
࢙ྉจॻ΍ه࿥ࣸਅをύωϧにͯ͠ ɺऀ݂ݙに広͘赤十字看
護師（婦）養成のྺ࢙を঺介͠ま͠たɻまたɺ࢙ ྉのσジλϧ
ΞーΧΠϒԽのݕ౼΋࢝Ίま͠たɻ

ɹ஍Ҭॅຽの健૿߁進のたΊɺ健߁ҙࣝのৢ成をਤΔ と͜を
໨తと͠ ɺ計２回の公開࠲ߨを開͠࠵ま͠たɻ第１回͸ɺ本学成
人看護学教һにΑΔhʮ͋͡Θ͏ʯ͸健߁の΋と とɦ୊͠ɺຯ֮と
健߁のؔ܎にͭい༷ͯʑͳຯのମݧとٛߨをߦいま͠たɻ第２
回͸ɺ本学公ऺӴੜ看護学教һにΑΔh ؅理ࣨ߁ञ԰健ډ とɦ
୊͠ɺډञ԰のఆ൪ϝχϡーをجに健߁৯の࡯ߟをߦいま͠
たɻ計37 （໊第１回ɿ25໊ɺ第２回ɿ12໊）がड͠ߨま͠たɻ

ɹ３月１日ɺ一般社団法人
日本看護ܥ大学協議会Α
Γ本学の看護学研究科看
護学専攻஍Ҭ共ੜ看護学
࿝年・ࡏ୐看護学ྖҬ専
門看護師ίースが࿝年看
護の高౓࣮ફ看護師教育
課程とͯ͠認ఆさΕま͠
たɻ͜ ΕにΑΓ令和６年౓
４月から࿝年看護の専門
看護師ίースを৽ن開設
͠ま͢ɻ

保護者サービスの強化

高大連携の推進としての入学前教育の改善

赤十字史料室 公開講座

老年看護専攻教育課程の認定

อऀޢͱڭһͷަྲྀձ

ʮ͋͡Θ͏ʯ͸݈߁ͷ΋ͱ੺े࢙ࣈྉ

ೖֶલ՝୊（දࢴ）

ҭ՝ఔೝఆূڭࢣޢ౓࣮ફ؃ߴ
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ֶੜʹΑΔύϑΥʔϚϯε

ΞϯϦʔɾσϡφϯ૾લͰͷه೦ࡱӨ

ϑΟϦϐϯେֶͱͷ.06࠶ௐҹͷ༷ࢠ

　令和5年度は、総じてCOVID-19後の未来に向かう助走の年でした。第３次中期計画の総括、第４次
中期計画の策定と令和６年度事業計画の策定を、学園の2040グランドデザインの策定と並行して行
いました。現状分析と評価、環境変化の確認と将来予測、ビジョンの策定、大きな取り組みの柱建て・細
目となる事業項目の整理とプロセスを踏んで行いました。また、本学の「FDマップを用いた教員の資質・
能力の向上」の取り組みが、昨年度受審した大学基準協会の「大学の長所・特色検索」システムに記載さ
れ、次年度予定している日本看護学教育評価機構（JABNE）受審準備を進める弾みとなりました。広報
活動のFACTBOOK作成は、次年度のリブランディング事業につながります。ラ・ソース大学への学生
派遣の再開やフィリピン大学とのMOU更新など、国際交流への新たな展開に入っていきます。HCCは、
新たに「地域の笑顔とクロスする！元気プロジェクト」を立ち上げます。学生ボランティア活動と並行して
活発な地域・社会貢献活動になります。
　厳しい状況は続きますが、６大学連携強化を進めてこの荒波をONE TEAMの船で乗り越えていく
決意を新たにした年となりました。

田村 由美
ֶ௕

෦ʗ大ֶӃઃஔ学෦等ֶޢ؃

0829-20-2800ిɹ࿩ 広ౡݝ೓೔ࢢࢢѨ඼୆౦1�2ॅɹॴ

日本赤十字広島看護大学
“人道”の心で人とつながる看護を学ぶ 

ɹ$07*%�19のたΊ学಺ݶఆͰ͋ͬた大学ࡇをɺ3年ͿΓに一般の方΋টいͯ開͠࠵ま͠たɻ
஍Ҭの方΍高校ੜをήストにܴ͑たスςージاը΍学ੜにΑΔύϑΥーϚϯスɺΩャϯυϧ
αーϏスɺさらに͸԰୆΍ΩονϯΧーͳͲɺ༷ ʑͳ͠࠵をΈΜͳͰָ͠Έま͠たɻ
ɹまたɺ学಺ऀ͚޲に5γャπを࡞成͠ɺͦ のൢചऩ益の一部を日本赤十字社にد෇͠ま͠
たɻ社会ݙߩにͭいͯ͑ߟ஍ҬとのͭͳがΓを深ΊΔػ会とͳΔ大学ࡇとͳΓま͠たɻ

ɹ$07*%�19のύϯσϛοΫ΍΢ΫϥΠナ৘੎ͳͲの国際৘੎をड͚ͯ͠ࢭٳ いた海֎研修を4
年ͿΓに࠶開͠ɺ8月19日から26日まͰ学ੜ2໊がΠλリΞとスΠスに͋Δ国際赤十字のؔ連施
設΍国際ؔػを๚問͠ま͠たɻ
ɹ研修を௨ͯ͡国際ٹ護組৫の໾ׂ΍׆ಈ಺༰を理ղ͠ɺ国際׆ಈに͓͚Δ׆ಈ理೦・方法に
ͭいͯࣗݾの͑ߟを深Ίɺ国際社会Ͱ看護৬にԿがٻΊらΕΔか͢࡯ߟΔ と͜がͰ͖ま͠たɻ͜ の
を学ੜのؒͰ共༗͠ɺΈΜͳͰ学修を深Ίͯいま͢ɻݧܦ

ɹ2月に田ଜ༝美学長がϑΟリϐϯ大学を๚問͠ɺϑΟリϐϯ大学看護学部と本学と
のؒͰ取ΓަΘͯ͠いΔ国際ަྲྀ協ఆにؔ͢Δ֮ॻの期ؒԆ長の࠶క結をߦいま
͠たɻ
ɹ同大学から͸.JDIBeM -� 5ee理事長がग़੮さΕɺ田ଜ学長とௐҹࣜをߦいま͠たɻ
ɹࠓ後ɺ同大学とのަྲྀを֦ॆ͢Δとと΋にɺ海֎のଞ看護ܥ大学とのަྲྀ΋進Ίͯ
い͖ま͢ɻ

大学祭「第25回 Eternal Heart祭」を開催しました

ヨーロッパでの研修を再開しました（国際看護学演習Ⅰ）

フィリピン大学看護学部と国際交流協定に関する覚書（MOU）を再締結しました
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֤େ学・୹ظେ学のಈ޲

ɹ$07*%�19のたΊͯ͠ࢭٳいたԋशを࠶開͠ɺ学ੜ͸ϑΟリϐϯ大学の஍Ҭ保健ԋशに参Ճ͠
ͯɺϥΠϑϥΠϯがແいଜͰのೕ༮ࣇ健਍ɺ೛࢈婦健਍ɺ予防઀छɺ保健ηϯλーͰの健਍事業ɺՈ
ఉ๚問΁の同ߦͳͲをߦいま͠たɻݱ஍の保健医療事৘΍ϓϥΠϚリϔϧスέΞの࣮際を学Ϳとと
΋にɺ*1&（*OUeSQSPGeTTJPOBM &EVDBUJPO）を௨ͯ͡ଟ৬छ連ܞが৫Γͳ͢Τϯύϫーϝϯトをମ
の重ཁੑを学ͼま͠たɻͦ͠ײ

ɹ本学Ͱ͸ɺ࿝ٺԽとثػの進Խ΁のରԠとͯ͠ 学಺のࢹௌ֮設උをॱ࣍ߋ৽ͯ͠ い
ま͢ɻ令和5年౓͸ߨಊʮιϑΟΞϗーϧʯをର৅にɺ11000ϧーϝϯのϓϩジΣΫλー
੔උと130Πϯνの大ܕスΫリーϯにΑΔө૾ػೳの্޲ɺスϐーΧーの૿設にΑΔԻ
ま͠たɻ͠ݱを্࣮޲ೳのػڹ
ɹさらにɺૢ 統を෣୆କの1か所に集中͠ɺ一人Ͱ΋෣୆্のөܥ࡞ ・૾Իڹ・র໌を
͢΂ͯૢ࡞Ͱ͖ΔΑ͏޻෉͠ま͠たɻࣜ యの΄かɺ特別ٛߨ΍ߨԋに׆༻ͯ͠ い͖ま͢ɻ

ɹਤॻ館Ͱ͸ɺ大学ؔऀ܎΍一般の方からॻ੶をແঈͰৡͬͯいた͖ͩɺ業ऀのങ取ۚをň日赤
広島看護大ɹϒοΫέΞϓϩジΣΫトŉ΁のد෇ۚと͠ ͯɺ大学のਤॻのॆ࣮に׆かͯ͠ いま͢ɻ
ɹ͜のد෇ۚͰɺ学ੜの୅දがॻళͰਤॻ館にೖΕΔ本をબͿʮϒοΫϋϯςΟϯάʯを開ͯ͠࠵
いま͢がɺ令和5年౓͸ॳΊͯ年2回͜͏ߦ とがͰ͖ɺ学ੜ5໊が参Ճɺ110࡭༨Γの本をߪೖ͢Δ

と͜がͰ͖ま͠たɻ

ɹ教育の改ળに͚޲たૅجσーλをಘΔ と͜を໨తにɺࠓまͰのଔ業ੜにର͢Δ
Ξϯέートをݟ௚͠ɺଔ業ੜと所ଐ施設をର৅にʮまͳͼの׆༻౓ௐࠪʯを開࢝
͠ま͠たɻௐ߲ࠪ໨͸ɺσΟϓϩϚϙリγーに͛ܝΔೳ ・ྗ看護࣮ફೳ ・ྗ社会人
ૅج ・ྗ学士ྗのࣗݾධՁと৬৔の্࢘にΑΔଞऀධՁをɺଔ業後1年の࣌఺Ͱ
ਘͶま͠たɻ
ɹ଎ใஈ֊Ͱ͸֓Ͷྑ޷ͳ಺༰Ͱ͠たがɺࠓ後ɺৄ い学಺の教育ߦͳ෼ੳをࡉ
の࣭保ূ׆ಈに׆༻ͯ͠ い͖ま͢ɻ

ɹ本学のૅجతͳσーλを集計͠ɺ'"$5#00,を࡞成͠ま͠たɻ಺༰͸ɺ本学
のΞηスϝϯトϙリγーにԊͬた΋のͰɺඪ४修業年ݶଔ業ऀ਺・཰ɺ国Ոݧࢼ合
格ऀ਺・཰ɺ就৬・進学ऀ਺・཰ɺ国際ٹԉ・開ൃ協ྗ看護ཤ修ϓϩάϥϜ修ྃऀ
਺ɺୀ学・ٳ学ऀ਺・཰ͳͲଟذにΘたͬͯいま͢ɻ本学のϗーϜϖージͰ公開͠
͓ͯΓɺ社会にରͯ͠ આ໌੹任をՌた͢とと΋にɺ本学のັྗ΍特௃を਺஋Ͱ໌
֬に఻͑Δ と͜がͰ͖ͯいま͢ɻ

フィリピンでの演習を再開しました（国際看護学演習Ⅱ）

講堂の視聴覚設備をリニューアルしました

ブックハンティングを実施しています

「まなびの活用度調査」を始めました

FACTBOOKを作成しました

อ݈ηϯλʔͰ݂ѹΛଌΔֶੜ

ઃඋ͕ߋ৽͞Εͨߨಊ

ϒοΫϋϯςΟάͷ༷ࢠ

·ͳͼͷ׆༻౓ௐࠪ

'"$5#00,ͷϗʔϜϖʔδͰͷࡌܝ
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　赤十字の「人道」の理念のもと、自校教育ならびに社会連携活動に注力し、人々の命と尊厳を守るた
めの学びを深めました。宗像市との連携・協働による「大学生とつくる元気なまちプロジェクト」では、第
16回「ふくおか地域づくり活動賞」を受賞し、社会に開かれた大学として更なる歩みを進めました。自校
教育として取り組んでいる「学長杯」は3回を重ね、赤十字学園富田理事長、赤十字支部・病院の皆様に
ご参加いただき、赤十字看護の実践力を競い、絆を深める学びとなりました。「ひとりを看る目、その目を
世界へ」をモットーに、質の高い教育を探究するため、DX推進計画のもと、文科省の補助金を獲得し、
電子教科書やMRなど多様な教育方法の活用を進め、学生自らが成長を実感できる教育・研究環境の
改革を推進しました。危機の時代に生きる学生には、多様な人 と々の協働による学習が不可欠であり、
学生ボランティア募金活動、避難所設置訓練、JICAプロジェクトなどへの主体的な参画を拡げることが
できました。未来を共創する大学として更なる歩みを進めます。小松 浩子

ֶ௕

෦ʗ大ֶӃઃஔ学෦等ֶޢ؃

0940-35-7001ిɹ࿩ ෱Ԭݝफ૾ࢢΞスςΟ1�1ॅɹॴ

日本赤十字九州国際看護大学
ひとりを看る目、その目を世界へ

ɹ本学͸ɺ令和７年౓に全学Ͱσジλϧ教科ॻのಋೖを予ఆͯ͠ ͓Γɺ授業Ͱ࢖༻͢Δ
৘ใثػの学಺ωοトϫーΫڥ؀͸ɺ࠷重ཁ課୊Ͱ͠たɻ%9推進計ըにΑΓɺޫ έーϒ
ϧ΍-"/έーϒϧの10(bQTରԠ͸جΑΓɺࠓ年౓ɺจ科লのิॿۚをड͚ɺװجωοト
ϫーΫثػに͓いͯ΋ɺ͢ ΂ͯ10(bQTରԠを࣮͠ݱま͠たɻ
ɹ͜ΕにΑΓɺࠓ年౓ɺ本学の*$5をར׆༻͢ΔたΊの学಺ωοトϫーΫڥ؀੔උが੔い
ま͠たɻ

ɹ１月１日にൃੜ͠た令和６年ೳొ൒島஍਒にର͠ɺ֗ ಄ٛԉۚืۚ׆ಈを࣮施͠ま͠たɻ
ɹࠓ回の஍਒Ͱɺ全国の日本赤十字社֤都道෎県支部がٹ護൝の೿ݣ΍ٹԉ物ࢿの഑෍
等を͓ͯͬߦΓɺ赤十字の学ੜとͯ͠ ɺۤ ͠ΜͰいΔ人をٹいたいとい͏ࢥいの΋とɺ災害看
護を学ͿαーΫϧがओମとͳΓɺ໿60໊の学ੜが׆ಈに参Ճ͠ま͠たɻ学಺ืۚ׆ಈ΋ߦ
いɺ教৬һ一同ɺඃ災ऀの支ԉの一ॿとͳΔΑ͏学ੜの׆ಈをԠԉ͠ま͠たɻ

ɹੈք12か国から13໊の研修һをड͚ೖΕɺ+*$"研修を࣮施͠ま͠たɻ
ɹ研修の໨త͸ʮ஍Ҭ保健্޲のたΊの保健人ڧࡐԽʯͰɺ֤ 国の中央・஍
方政෎の保健୲౰局ɺ保健人ࡐ教育ؔػの方ʑが参Ճ͠ま͠たɻ
ɹ２月15日から３月１日まͰの２िؒɺ日本の医療保健੍౓΍看護人ࡐ育
成֬保等༷ʑͳ研修を学಺֎Ͱ࣮施͠ま͠たɻまたɺٛߨの΄かɺ福岡県಺
の施設ݟ学΍ɺ日本จԽମݧ等を௨ͯ͠ ɺ学ੜとのަྲྀ΋ߦいま͠たɻ

DX推進に基づき、学内基幹ネットワーク環境が高速通信10Gbpsに対応

学生主体の義援金募金活動

JICA課題別研修の実施

େֶߨಊ（ΦʔϰΝϧϗʔϧ）Ͱ։ࣜߨΛ࣮ࢪ

തଟӺલͰͷืۚ׆ಈ

σδλϧڭՊॻΛ׆༻ͨ͠तۀ෩ܠ
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֤େ学・୹ظେ学のಈ޲

ɹࠓ年౓Ͱ３回໨とͳΔ学長ഋを９月20日に開͠࠵ま͠
たɻա࠷ڈଟとͳΔ10νーϜ49໊の学ੜが参Ճ͠ɺ看護
ٕज़΍知ࣝɺジΣωリοΫスΩϧを׆༻͠ͳがら௅ઓͯ͠
いま͠たɻ
ɹまたࠓ年౓͸ɺ福岡県支部ɺ福岡赤十字病院ɺՅຑ赤十
字病院ɺࠓ௡赤十字病院から৬һ΍看護師の方ʑを೿ݣ
いた͖ͩɺΑΓリΞリςΟの͋Δঢ়گ設ఆを࡞Δ と͜がͰ͖
ま͠たɻさらに日本赤十字学園から͸෋田博थ理事長に
΋ݟ学・ମݧいた͖ͩま͠たɻ

ɹफ૾ࢢ஍島Ͱ防災・ݮ災ҙࣝの্޲を課୊に取Γ組Ή学ੜάϧーϓがɺ第16回ʮ;͘ ͓か஍Ҭͮ Γ͘׆ಈ৆ʯにදজさΕま͠たɻ
ɹ͜のάϧーϓ͸ɺफ૾ࢢ大学ੜにΑΔʮまͪの課୊ղܾϓϩジΣΫトʯの࠾୒をड͚ɺ令和３年౓から஍島をϑΟーϧυとͯ͠ 島ຽの
ੈଳঢ়گͳͲの࣮஍ௐࠪを͖ͯͬߦま͠たɻ஍Ҭ・ߦ
政と連͠ܞたܧଓతͳ׆ಈがɺ஍Ҭ課୊のղܾ΁د
与͠ɺࠓ後のൃలがࠐݟまΕΔとධՁさΕɺࠓ回のද
জにࢸΓま͠たɻ

ɹ重఺事業のபとͯ͠ いたɺαςϥΠトΦϑΟスがࠓ年౓から
ӡ༻を開࢝͠ɺ஍Ҭ連ܞ・教育ηϯλーओ࠵にΑΔ公開࠲ߨ
を２回࣮施͠ま͠たɻ１月に࣮施͠たɺʮ災害とϑΥϨϯジοΫ
看護ʯをςーϚに͠た࠲ߨに͸ɺ福岡赤十字病院の看護師の
方が22໊ɺWebͰの参Ճ͸６施設の方ʑの参Ճの΋とϋΠϒ
リουࣜܗͰ開͠࠵ま͠たɻ
ɹ公開࠲ߨの΄かɺ11月に͸大学院ೖ学આ໌会を͏ߦͳͲɺ
ޮՌతにӡ༻を進Ίͯいま͢ɻ

ɹ３月７日にආ೉所設ஔମݧを開͠࠵ま͠たɻ਒౓５ऑの஍਒がੜ͡ɺۙ ྡのॅ
ຽのたΊのආ೉所設Ӧとい͏設ఆͰɺ学಺にリϑトςϯトと؆қトΠϨの設Ӧɺඇ
ৗ৯の४උをߦいま͠たɻ
ɹ教৬һ35໊ɺ学ੜ４໊͸ɺνーϜຖにリーμーのشࢦの΋と࣮際に૔ݿから物
඼のӡൖ・設Ӧ・ย෇͚まͰをߦいま͠たɻリϑトςϯトの設Ӧ͸平成27年Ҏདྷの

と͜Ͱɺࡉかͳखॱにށ࿭͏͜ と΋͋Γɺී ஈからの܇࿅のඞཁੑを͡ײま͠たɻ

第３回学長杯

第16回「ふくおか地域づくり活動賞」受賞

サテライトオフィスの運用

避難所（リフトテント）設置訓練

ֶੜͱڭ৬һ͕ྗΛ߹Θͤ ϦͯϑτςϯτΛઃӦ

ౡຽʹ͚ͨ޲๷ࣨڭࡂΛ։࠵ त৆ࣜͷ༷ࢠ

ಈத׆ޢٹຊ෦Λ։ઃ͠ࡦର֐ࡂϒʔεͰ͸֐ࡂ

෱Ԭࢧݝ෦಺ʹ͋ΔαςϥΠτΦϑΟεΛٛߨͨ͠༺׆
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ֶ　校　໊
෦ֶޢ؃ େֶӃڀݚֶޢ؃Պ

ೖֶఆ員 ऀئࢤ ೖֶऀ ՝ఔ ઐ　߈ ೖֶఆ員 ऀئࢤ ೖֶऀ

೔ຊ੺ेࣈ
๺ւಓޢ؃大ֶ 100 221 98

修士 看護学 16 11 7

博士 共同看護学 ˞1 2 2 1

೔ຊ੺ेࣈ
ळాޢ؃大ֶ 100 239 104

修士 看護学 12 10 9

博士 共同看護学 ˞1 2 0 0

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ
修士

看護学 32 44 29

国際保健助産学 15 48 15

博士
看護学 ˞1 10 8 7

共同災害看護学 ˞� ー ー ー

೔ຊ੺ेࣈ
๛ాޢ؃大ֶ 120 530 132

修士 看護学 10 4 4

博士 共同看護学 ˞1 2 1 1

೔ຊ੺ेࣈ
広ౡޢ؃大ֶ 125 441 130

修士 看護学 10 4 4

博士 共同看護学 ˞1 2 1 1

೔ຊ੺ेࣈ
۝भޢ؃ࡍࠃ大ֶ 100 297 112

修士 看護学 10 17 14

博士 共同看護学 ˞1 2 3 2

߹ɹܭ

��� �
���� ���
修士

看護学 �� �� ��

国際保健助産学 �� �� ��

߹ɹܭ ��� ��� ��

博士

共同看護学 ˞1 �� � �

3年࣍ฤೖ（ߟࢀ）
日本赤十字看護大学看護学部

看護学 ˞1 �� � �

共同災害看護学 ˞� ʔ ʔ ʔ

�� �� �� ߹ɹܭ �� �� ��

ֶ　校　໊
հޢ福ֶࢱՊ

ೖֶఆ員 ऀئࢤ ೖֶऀ

೔ຊ੺ेࣈ
ळా୹ظ大ֶ �� �� ��

ത࢜՝ఔͷ͏ͪɺ˞ 1͸ത࢜ظޙ՝ఔɺ˞ �͸５年Ұ؏੍ത࢜՝ఔ

෦ֶޢ��؃

��͍ͨ͞·
෦ֶޢ��؃

130

80

1,206

628

134

90

（単位：人）

（単位：人）

ɹ令和５年౓の学部ೖ学ऀ਺͸ɺ６大学７学部Ͱ合Θͤͯ800人Ͱ͠たɻまたɺ大学院͸修士課程82人ٴͼ博士課程12人ɺ短期
大学͸15人がͦΕͧΕೖ学͠ま͠たɻ

入学者の状況 （令和５年５月１日現在）

事ۀの概要

学生の動向

1
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ֶ　校　໊
෦ֶޢ؃ େֶӃڀݚֶޢ؃Պ

ऩ༰ఆ員 ੜֶࡏ ՝ఔ ઐ　߈ ऩ༰ఆ員 ੜֶࡏ

೔ຊ੺ेࣈ
๺ւಓޢ؃大ֶ 400 410

修士 看護学 32 20

博士 共同看護学 ˞1 6 12

೔ຊ੺ेࣈ
ळాޢ؃大ֶ 400 428

修士 看護学 24 13

博士 共同看護学 ˞1 6 5

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ
修士

看護学 64 72

国際保健助産学 30 32

博士
看護学 26 43

共同災害看護学 ˞� 4 6

೔ຊ੺ेࣈ
๛ాޢ؃大ֶ 480 530

修士 看護学 20 17

博士 共同看護学 ˞1 6 12

೔ຊ੺ेࣈ
広ౡޢ؃大ֶ 500 524

修士 看護学 20 22

博士 共同看護学 ˞1 6 8

೔ຊ੺ेࣈ
۝भޢ؃ࡍࠃ大ֶ 400 435

修士 看護学 20 26

博士 共同看護学 ˞1 6 9

߹ɹܭ �
���� �
���

修士

看護学 ��� ���

国際保健助産学 �� ��

߹ɹܭ ��� ���

博士

共同看護学 ˞1 �� ��

看護学 �� ��

共同災害看護学 ˞� � �

߹ɹܭ �� ��

ֶ　校　໊
հޢ福ֶࢱՊ

ऩ༰ఆ員 ੜֶࡏ

೔ຊ੺ेࣈ
ळా୹ظ大ֶ �� ��

ത࢜՝ఔͷ͏ͪɺ˞ 1͸ത࢜ظޙ՝ఔɺ˞ �͸５年Ұ؏੍ത࢜՝ఔ

෦ֶޢ��؃

��͍ͨ͞·
෦ֶޢ��؃

540

320

585

354

  

（単位：人）

（単位：人）

ɹ令和５年౓のࡏ学ੜ਺にͭいͯ͸ɺ学部学ੜ͸６大学７学部Ͱ合Θͤͯ3
266人ɺ大学院ੜ͸修士課程202人ٴͼ博士課程95
人Ͱ͠たɻまたɺ短期大学Ͱ͸37人がࡏ学ͯ͠ いま͠たɻ

在学生の状況 （令和５年５月１日現在）

学生の動向

2



ֶ　校　໊ ଔऀۀ਺

　　ब　　職　　ऀ
ਐֶऀ

ʢઐ໳ֶ校Λ
ؚΉʣ

ब職ɾਐֶ
Ҏ֎ͷ
ਐ࿏ऀ

ਐ࿏
ະఆऀ合　計

಺　　༁

੺े字පӃ
ʢˋ͸ରଔऀۀ਺ʣ

੺े字Ҏ֎
ͷපӃ

ͦͷଞ
ʢߦ੓等ʣ

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 91 84 64 70.3％ 18 2 7 0 0 

62 59 58 1 0 3 0 0 

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 108 98 40 37.0　 54 4 2 0 8 

29 27 27 0 0 0 0 2 

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶֶޢ؃෦ 149 137 79 53.0　 54 4 7 5 0 

43 42 40 2 0 1 0 0 

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ͍ͨ͞·ֶޢ؃෦ 86 81 52 60.5　 27 2 4 0 1 

22 22 22 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 115 109 65 56.5　 42 2 3 0 3 

51 48 46 2 0 1 0 2 

೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 128 119 69 53.9　 46 4 4 0 5 

34 33 33 0 0 0 0 1 

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 93 86 39 41.9　 43 4 5 0 2 

20 19 17 2 0 1 0 0 

߹ɹɹܭ ���� ���� ���� ����ɹ ���� ��� ��� �� ���

���� ���� ���� �� �� �� �� ��

ֶ　校　໊ ଔऀۀ਺

　　  ब 　　職 　　ऀ

ਐֶऀ ਐ࿏
ະఆऀ合　計

಺　　༁

੺े字
施設܎ؔ

੺े字
Ҏ֎ͷ

ҩྍ施設

੺े字
Ҏ֎ͷ

福ࢱ施設
ͦͷଞ

ʢߦ੓等ʣ

೔ຊ੺ेࣈळా୹ظ大ֶ ��� �� � � �� � � �
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ʮ˞ब৬ʯͱʮਐֶʯʹ ͸ಇ͖ͳ͕Βਐֶ͢ΔऀΛ֤ʑ্͍ͯ͠ܭΔͨΊɺʮब৬ऀʯʙʮਐ࿏ະఆऀʯͷ߹ܭͱʮଔۀੜ਺ʯͱ͸Ұக͠ͳ͍৔߹͕͋Δɻ

ʲֶޢ؃෦ʳ

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ߹ܭ

ʲ୹ظ大ֶɹհޢ෱ֶࢱՊʳ

˞ଔۀੜʹ͸੺ेࣈ঑ֶੜ͸͍ͳ͍ɻ

（単位：人）

（単位：人）

ɹ令和５年౓の学部のଔ業ੜ͸770人Ͱ͋Γɺͦ の͏ͪ408人（53�0ˋ）が赤十字病院に就৬͠ま͠たɻまたɺ修士課程の修ྃऀ
72人の͏ͪ25人（34�7ˋ）ٴͼ博士課程の修ྃऀ13人の͏ͪ４人（30�8ˋ）がɺ赤十字病院・赤十字ؔ܎教育ؔػ等に就৬͠ま
͠たɻͳ͓ɺ学部ଔ業ੜの͏ͪ261人（33�9ˋ）がɺ赤十字঑学ۚをडͯ͠څ いま͢ɻ

卒業生の進路状況 （令和６年４月１日現在）

学生の動向

3



ֶ　校　໊ मྃऀ਺

ब    職    ऀ
ਐֶऀ ਐ࿏

ະఆऀ
	ब職ɾਐֶ
Ҏ֎ͷਐ࿏

ؚΉ

合　計

಺　༁
ҩྍؔػ ͦͷଞʢߦ੓ɾ教ҭ施設等ʣ

੺े字පӃ
ʢˋ͸ରमྃऀ਺ʣ

੺े字Ҏ֎
ͷපӃ

੺े字
܎ؔ

੺े字
Ҏ֎

੺े字
܎ؔ

੺े字
Ҏ֎

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 10 10 4 40.0％ 4 1 1 0 0 0 
3 3 3 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 2 2 0 0.0　 0 2 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ 42 39 14 33.3　 21 2 2 1 0 2 
2 2 2 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 3 3 0 0.0　 2 1 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 6 6 1 16.7　 5 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 9 9 0 0.0　 9 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

߹ɹɹܭ ��� ��� ��� ����ɹ ��� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� �� �� �� ��

ֶ　校　໊ मྃऀ਺

ब    職    ऀ
ਐֶऀ ਐ࿏

ະఆऀ
	ब職ɾਐֶ
Ҏ֎ͷਐ࿏

ؚΉ

合　計

಺　༁
ҩྍؔػ ͦͷଞʢߦ੓ɾ教ҭ施設等ʣ

੺े字පӃ
ʢˋ͸ରमྃऀ਺ʣ

੺े字Ҏ֎
ͷපӃ

੺े字
܎ؔ

੺े字
Ҏ֎

੺े字
܎ؔ

੺े字
Ҏ֎

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 1 1 0 0.0％ 0 0 1 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 0 0 0 0.0　 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ 5 5 0 0.0　 1 1 3 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 2 2 0 0.0　 0 0 2 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 4 4 0 0.0　 0 3 1 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 0 0 0 0.0　 0 0 0 0 0 0 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

খɹɹܭ ��� ��� �� ���ɹ �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� �� �� �� ��

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ 1 0 0 0.0　 0 0 0 0 0 1 
0 0 0 0 0 0 0 0 0 

খɹɹܭ �� �� �� ���ɹ �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� �� �� �� ��

߹ɹɹܭ ��� ��� �� ���ɹ �� �� �� �� �� ��
�� �� �� �� �� �� �� �� ��
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ʲ大ֶӃʳ

ʮ˞ब৬ʯͱʮਐֶʯʹ ͸ಇ͖ͳ͕Βਐֶ͢ΔऀΛ֤ʑ্͍ͯ͠ܭΔͨΊɺʮब৬ʯʙʮਐ࿏ະఆऀʯͷ߹ܭͱʮमྃऀ਺ʯͱ͸Ұக͠ͳ͍৔߹͕͋Δɻ

ʮ˞ब৬ʯͱʮਐֶʯʹ ͸ಇ͖ͳ͕Βਐֶ͢ΔऀΛ֤ʑ্͍ͯ͠ܭΔͨΊɺʮब৬ʯʙʮਐ࿏ະఆऀʯͷ߹ܭͱʮमྃੜ਺ʯͱ͸Ұக͠ͳ͍৔߹͕͋Δɻ

	म࢜՝ఔ）

	ത࢜՝ఔ）

博
士
後
期
課
程

５
年
一
貫
制
博
士
課
程

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ߹ܭ

͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜখܭ

͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜখܭ

͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ߹ܭ

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（͏ͪ੺ेࣈ঑ֶੜ）

（単位：人）

（単位：人）

事ۀの概要
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ֶ　校　໊
合　　計 ৽　　ଔ ଔ　　ط

डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 95 95 100.0% 91 91 100.0% 4 4 100.0%

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 115 105 91.3 108 100 92.6 7 5 71.4

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶֶޢ؃෦ 142 140 98.6 141 139 98.6 1 1 100.0

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ͍ͨ͞·ֶޢ؃෦ 86 84 97.7 86 84 97.7 0 0 - 

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 118 116 98.3 115 113 98.3 3 3 100.0

೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 129 125 96.9 128 124 96.9 1 1 100.0

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 98 95 96.9 93 92 98.9 5 3 60.0

߹ɹɹɹܭ ��� ��� ���� ��� ��� ���� �� �� ����

˔�ୈ113ճࠃࢣޢ؃Ոݧࢼ （単位：人）

ֶ　校　໊
合　　計 ৽　　ଔ ଔ　　ط

डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 20 19 95.0% 19 19 100.0% 1 0 0.0%

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 23 23 100.0 23 23 100.0 0 0 - 

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶֶޢ؃෦ 20 20 100.0 20 20 100.0 0 0 - 

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ͍ͨ͞·ֶޢ؃෦ 19 19 100.0 19 19 100.0 0 0 - 

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 22 22 100.0 22 22 100.0 0 0 - 

೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 30 30 100.0 30 30 100.0 0 0 - 

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 19 19 100.0 18 18 100.0 1 1 100.0

߹ɹɹɹܭ ��� ��� ���� ��� ��� ����� � � ����

˔�ୈ110ճอ݈ࠃࢣՈݧࢼ （単位：人）

ֶ　校　໊
合　　計 ৽　　ଔ ଔ　　ط

डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ大ֶӃ 6 6 100.0% 6 6 100.0% 0 0 - %

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ大ֶӃ 2 2 100.0 0 0 - 2 2 100.0

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ大ֶӃ 16 16 100.0 15 15 100.0 1 1 100.0

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ大ֶӃ 5 5 100.0 4 4 100.0 1 1 100.0

߹ɹܭ（大ֶӃ） �� �� ����� �� �� ����� � � �����
೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ（ֶ෦） 12 12 100.0 10 10 100.0 2 2 100.0

߹ɹɹɹܭ �� �� ����� �� �� ����� � � �����

˔�ୈ107ճॿࠃࢣ࢈Ոݧࢼ （単位：人）

˔�ୈ36ճհޢ෱ࠃ࢜ࢱՈݧࢼ（৽ଔ） （単位：人）
ֶ　校　໊ डऀݧ 合֨ऀ 合֨཰

೔ຊ੺ेࣈळా୹ظ大ֶ 20 20 ������ ͸͍ͳ͍ɻऀݧଔͷडط˞

ɹ６大学に͓͚Δ֤国Ոݧࢼの৽ଔऀの平ۉ合格཰͸ɺ看護師97�5ˋɺ保健師100ˋٴͼॿ࢈師100ˋͰ͠たɻまたɺ短期大学
の介護福祉士国Ոݧࢼの合格཰͸100ˋͰ͠たɻҾ͖ଓ͖֤大学Ͱ͸ɺ合格཰100ˋを໨͠ࢦɺ教育・ࢦಋをڧԽ͢Δ͜ととͯ͠
いま͢ɻ

国家試験の合格状況 （看護師・保健師・助産師 令和６年３月22日発表 介護福祉士 令和６年３月25日発表）

学生の動向

4
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˞֤େֶͱ΋म࢜՝ఔʹઃஔ
஫）$/"：$FSUJpFE�/VSTF�"ENJOJTUSBUPS

˔�ೝఆ؅ޢ؃理 （ऀ$/"）ೝఆ৹ࠪͷ
ɹड͕֨ࢿݧऔಘՄೳͳ大ֶ

ֶ　校　໊ ྖɹɹҬ मྃऀ਺

೔ຊ੺ेࣈ
大ֶ大ֶӃޢ؃ 看護管理学領域 3

೔ຊ੺ेࣈ
๛ాޢ؃大ֶ大ֶӃ 看護管理学領域 2

೔ຊ੺ेࣈ
広ౡޢ؃大ֶ大ֶӃ 教育・研究者コース 2

߹ɹɹɹܭ - �

（単位：人）

ɹ֤大学に͓いͯ͸ɺ学ੜのχーζに഑ྀ͠た࣭の高い看護教育΁の取Γ組Έを࣮施ͯ͠ いま͢ɻ
またɺ短期大学Ͱ͸ɺ医療・福祉のݱ৔Ͱ׆༂Ͱ͖Δ介護福祉士教育がߦΘΕͯいま͢ɻ

ɹ平成28年౓からɺ北海道ɺ秋田ɺ豊田ɺ広島ٴͼ九州の５看護大学が連ͯ͠ܞ ʮ大学院看護学研究科共同看護学専攻（博士後期
課程）ʯを設ஔ͠ɺओにWeb会議πーϧを༻いた教育が࣮施さΕͯいま͢ɻ͜ ΕまͰに஝ੵͯ͠ ͖た赤十字の教育・研究のݯࢿ΍成
Ռを１ͭのʮ共同教育課程ʯを௨ͯ͡༗ػతにػೳさͤɺ看護のൃలにد与Ͱ͖Δ研究ऀɺ教育ऀٴͼ࣮ફऀをഐग़ͯ͠ いま͢ɻ

ɹ֤大学Ͱ͸ɺྟ ஍࣮श科໨の໿７ׂɺଟい大学Ͱ͸９ׂҎ্を赤十字病院等と連ͯ͠ܞ いま͢ɻまたɺ赤十字病院Ͱ͸ɺ看ͯͬߦ
護教һࢿ格を取ಘՄೳͳ研修΍ྟ஍࣮शࢦಋऀ養成ߨश会ͳͲの教育・ࢦಋにؔ͢Δ研修を修ྃ͠たऀがଟ͘ࡏ੶͠ɺ࣭ の高い
ྟ஍࣮शڥ؀がఏڙさΕͯいま͢ɻ

ɹ保健・医療・福祉のൃలに͠ݙߩɺ看護࣮ફの࣭の্޲をਤΔ と͜にد与Ͱ͖Δ高౓専門৬業人とͯ͠ の看護師を育成͢ΔたΊɺ
全看護大学大学院に͓いͯɺ専門看護師（$/4）教育課程を開設ͯ͠ いま͢ɻ
ɹ令和５年౓͸ɺ３看護大学Ͱ合計13人が同教育課程を修ྃ͠ま͠たɻ

ɹ３看護大学大学院（日看大・豊田・広島）Ͱ͸ɺ認ఆ看護؅理ऀの認
ఆ৹ࠪをडݧͰ͖Δίース等を設ஔͯ͠ࢿ格取ಘに͚޲た教育をͬߦ
͓ͯΓɺ令和５年౓͸７人が修ྃ͠ま͠たɻ

ICTを活用した教育の推進

赤十字病院等と連携した臨地実習

大学院における専門看護師（CNS）教育課程の推進

˔�ઐ໳（4/$）ࢣޢ؃͕ ҭ՝ఔΛઃஔ͢Δ大ֶڭ
ֶ　校　໊ ҭ՝ఔ名ڭ ೔ຊܥޢ؃大ֶڠ議ձ

ೝఆ୯Ґ मྃऀ਺

೔ຊ੺ेࣈ
๺ւಓޢ؃大ֶ大ֶӃ

慢性看護 38 0

精神看護 38 0

೔ຊ੺ेࣈ
ळాޢ؃大ֶ大ֶӃ

がん看護 38 0

老年看護 38 0

精神看護 38 0

೔ຊ੺ेࣈ
大ֶ大ֶӃޢ؃

がん看護 38 2

小児看護 38 1

慢性看護 38 2

クリティカルケア看護 38 1

老年看護 38 1

精神看護 38 0

在宅看護 38 2

災害看護 38 1

ֶ　校　໊ ҭ՝ఔ名ڭ ೔ຊܥޢ؃大ֶڠ議ձ
ೝఆ୯Ґ मྃऀ਺

೔ຊ੺ेࣈ
๛ాޢ؃大ֶ大ֶӃ

小児看護 38 0

精神看護 38 0

೔ຊ੺ेࣈ
広ౡޢ؃大ֶ大ֶӃ

小児看護 38 1

精神看護 38 0

災害看護 38 1

がん看護 ※ 38 0

೔ຊ੺ेࣈ
۝भޢ؃ࡍࠃ大ֶ大ֶӃ

クリティカルケア看護 38 0

在宅看護 38 1

精神看護 38 0

老年看護 38 0

߹ɹɹɹܭ - ��

（単位：人）

˞֤େֶͱ΋ڀݚֶޢ؃Պֶޢ؃ઐ߈म࢜՝ఔʹઃஔ　
஫）$/4：$FSUJpFE�/VSTF�4QFDJBMJTU　　˞ߨٳ

教育活動の動向

1

2

3

4

事ۀの概要

認定看護管理者（CNA）コースの開設
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˔令和５年౓ʮֶߍ๏ਓ೔ຊ੺ेֶࣈԂ੺ेࣈͱޢ؃ɾհޢʹؔ͢Δڀݚॿ成ʯʹ ΑΔࢧԉ事ۀͷঢ়گ
ʲ৽ن事ۀʳ

ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ COVID－19に対応した看護師の道徳的傷つきと精神的ストレス及び組織的サ
ポートニーズ　―クラスター経験との関連― 2年

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ インドネシア共和国における協働によるコミュニティ参画型学校防災プログラムの開発 2年

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ

防護動機理論を用いた産科病棟における災害対策の現状とその関連要因の検討 2年

赤十字病院の複数の部署と大学が連携して取り組む幼児の術前看護モデルの検証 2年

浅い鎮静深度で管理されている人工呼吸器装着患者に対する睡眠支援 2年

初学者の模擬電子カルテからの情報収集方法の実際 2年

3大学 6件

ʲܧଓ事ۀʳ
ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ 日本航空 123便墜落事故での赤十字救護における看護の役割
～支援活動に携わる人々への支援を含めた看護の実践活動から～ 2年

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 地域住民の主体性を基盤にした健康な暮らしを維持する地域防災支援システム
構築をめざす実践研究 2年

2大学 2件

ʲ令和̏年౓事ۀͷ͏ͪ令和５年౓΁܁Γӽͨ͠事ۀʳ
ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ
日本航空 123便墜落事故における赤十字の救護 2年

コロナ禍で展開したブレンディッド・ラーニングによる学生の学びと看護技術教
育方法の検討～日常生活行動援助に焦点を当てて～ 2年

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ
新型コロナの時代の「イラストで良くわかる高齢者介護施設のための感染対策
マニュアル＆動画」の作成と、介護施設の職員の感染対策力を底上げする教育
システムの構築

2年

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 看護基礎教育と新人教育のシームレス化を目指した看護技術到達度サプリメン
トの開発 2年

3大学 4件

ɹ౰学園が設ஔ͢Δ֤大学の教һ͸ɺ災害・国際看護ͳͲの看護学にؔ͢Δ研究ɺ看護教育にؔ͢Δ研究ɺ赤十字にؔ͢Δ研究
ͳͲɺݸʑの専門ੑを׆か͠た研究に取Γ組Έま͠たɻ

ɹʮ学校法人日本赤十字学園赤十字と看護・介護にؔ͢Δ研究ॿ成ʯͰ͸ɺ赤十字にؔ͢Δ研究とͯ͠ ６݅のԠืが͋Γ６݅を࠾୒
͠8
338ઍԁをަ෇͠ま͠たɻ令和５年౓͸ɺ４年౓からのܧଓ事業２݅ɺ２年౓からの܁Γӽ͠事業２݅ٴͼ３年౓からの܁Γӽ
͠事業４݅を合Θͤɺ合計14݅の研究を支ԉͯ͠ いま͢ɻ
ɹ教һの教育・研究׆ಈを推進͢ΔたΊのʮ学校法人日本赤十字学園教育・研究ٴͼ঑学අۚجʯにΑΔ支ԉにͭいͯ͸ɺ４݅のԠ
ืが͋Γ２݅を࠾୒͠1
227ઍԁをަ෇͠ま͠たɻ令和５年౓͸ɺ４年౓からのܧଓ事業１݅ɺ２年౓からの܁Γӽ͠事業１݅ٴͼ
３年౓からの܁Γӽ͠事業１݅を合Θͤɺ合計５݅の研究を支ԉͯ͠ いま͢ɻ
ɹ˞܁Γӽ͠事業にͭいͯ͸ɺ৽ܕίϩナ΢Πϧスײછ঱֦大のӨڹにΑΓ研究期ؒをԆ長͠た΋のͰ͋Δ と͜ɻ

学園基金等による研究活動助成

研究活動の動向

1

ʲ令和２年౓事ۀͷ͏ͪ令和５年౓΁܁Γӽͨ͠事ۀʳ
ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ
地域医療支援病院でセルフケア支援を普及させる看護職の役割モデルの検討 2年

東日本大震災後に糖尿病を発症・悪化した人びとにおける生活経験の現象学的
記述―複合災害に見舞われた福島県相馬・南相馬地区での調査を介して― 2年

1大学 2件
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ʲ令和̏年౓事ۀͷ͏ͪ令和５年౓΁܁Γӽͨ͠事ۀʳ
ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 場面緘黙を抱える成人当事者と家族に有効なサポートの検討 1年

1大学 1件

ʲ令和２年౓事ۀͷ͏ͪ令和５年౓΁܁Γӽͨ͠事ۀʳ
ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 看護学実習における看護学生に求める主体性尺度の開発に関する研究 2年

1大学 1件

ʲܧଓ事ۀʳ
ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 在宅高齢者の排泄自立支援に向けた専門職者連携モデル開発 2年

1大学 1件

ʓܧ�ଓڀݚʹ͸ɺଞֶԂ͔Β౰ֶԂ΁ҟಈ͖ͯͨ͠ऀ΋ؚΉɻ
ʓ�੺ेࣈͱޢ؃ɾհޢʹؔ͢Δڀݚॿ੒ɺڭҭɾٴڀݚͼ঑ֶඅۚجʹ͔͔Δڭҭɾۀࣄڀݚ͸আ͘ɻ
ʓ�ʮڀݚ෼୲ऀʯͱ͸ɺଞͷେֶ౳ͷڭ৬һͱͷڞಉڀݚʹ͓͍ͯɺڀݚ୅දऀͰ͸ͳ͍৔߹Ͱ͋Δɻ
ʓ�৽ڀݚنʹ͸ɺҭٳࣇՋऔಘʹ൐͍ิॿۚཹอͱͳ͍ͬͯΔ΋ͷٴͼલॴଐࢪઃͰਃ੥͞Εͨ΋ͷ΋ؚΉɻ
ʓ�ઍԁະຬΛ࢛ࣺޒೖ͍ͯ͠ΔͨΊɺ֤ Ұக͠ͳ͍৔߹͕͋Δɻ͕ܭͱ૯ܭ߹අͷܦ

˔�令和５年౓Պֶڀݚඅ౳ڝ૪త֎෦܎ʹۚࢿڀݚΔਃ੥ɾ࠾୒ঢ়گ
ʲ大ֶผ࠾୒݅਺ �r

ֶ　校　໊
代දऀڀݚ

ڀ　ݚ
෼୲ऀ৽　ن ଓ　ܧ 合　計ਃ　੥ ୒　࠾

೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 21 2 6 8 14
೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 7 1 7 8 5
೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ 18 8 18 26 35
೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 11 6 14 20 26
೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 6 1 22 23 10

೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 12 6 11 17 15
೔ຊ੺ेࣈळా୹ظ大ֶ 1 0 0 0 0

߹ɹɹɹܭ �� �� �� ��� ���

（単位：݅ ）

ʲ大ֶผॿ成ֹۚ �r

ֶ　校　໊
௚઀ܦඅ

ؒ઀ܦඅ 合　計ڀݚ代දऀ ෼୲ऀڀݚ খ　計৽　ن ଓ　ܧ
೔ຊ੺ेࣈ๺ւಓޢ؃大ֶ 13,446 6,000 1,750 21,196 4,843 26,039
೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 800 1,500 150 2,450 735 3,185
೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶ 9,600 17,000 8,322 34,922 8,695 43,617
೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 9,800 5,000 2,033 16,833 5,050 21,882
೔ຊ੺ेࣈ広ౡޢ؃大ֶ 1,200 9,100 1,300 11,600 3,480 15,080
೔ຊ੺े۝ࣈभޢ؃ࡍࠃ大ֶ 4,900 3,748 1,026 9,674 2,826 12,500
೔ຊ੺ेࣈळా୹ظ大ֶ 0 0 0 0 0 0

߹ɹɹɹܭ ��
��� ��
��� ��
��� ��
��� ��
��� ���
���

（単位：ઍԁ）

ɹ֤大学の教һ͸ɺ研究׆ಈのੑ׆ԽのたΊɺ科学研究අ等ڝ૪త֎部ۚࢿ΁のԠืをͯͬߦいま͢ɻ令和5年౓͸ɺ6看護大学・
1短期大学Ͱ合計76݅	લ年౓76݅
の৽نԠืをߦいɺ24݅	31�6ˋɼલ年౓19݅
が࠾୒さΕま͠たɻ
ɹまたɺॿ成ֹۚの合計ֹ͸ɺʮ௚઀ܦඅʯが96
675ઍԁ（લ年౓93
203ઍԁ）ɺʮؒ઀ܦඅʯが25
629ઍԁ（લ年౓30
148ઍ
ԁ）の合Θͤͯ122
303ઍԁ（લ年౓123
351ઍԁ）Ͱ͠たɻ

科学研究費等競争的外部資金に係る申請・採択状況2

事ۀの概要
˔令和５年౓ʮֶߍ๏ਓ೔ຊ੺ेֶࣈԂڭҭɾٴڀݚͼ঑ֶඅۚجʯʹ ΑΔࢧԉ事ۀͷঢ়گ
ʲ৽ن事ۀʳ

ֶ　校　໊ テʔϚۀԉ事ࢧ ؒظڀݚ

೔ຊ੺ेࣈळాޢ؃大ֶ 在宅看取りにおける死後の処置手順に対する訪問看護師の認識―病院での死後
の処置への認識との違いに着目して― 1年

೔ຊ੺ेࣈ๛ాޢ؃大ֶ 超音波画像診断装置を用いた全身麻酔患者の気管チューブカフ上部分泌物の評価 2年

2大学 2件
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˔�੺ेࣈ঑ֶۚͷ大ֶผडڅঢ়گ（令和５年౓ֶࡏੜͷ࣮੷）
ʲࢧ෦͔Βͷडڅঢ়گʳ

෦໊ࢧ

日
本
赤
十
字�

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

豊
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

広
島
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

九
州
国
際
看
護
大
学

෦໊ࢧ

日
本
赤
十
字�

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

豊
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

広
島
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

九
州
国
際
看
護
大
学

๺ւಓ ࣎լݝ

੨৿ݝ 〇 ౎෎ژ

ݝखؠ 大ࡕ෎ 〇 〇 〇 〇

宮৓ݝ ฌݝݿ

ळాݝ ಸྑݝ

ݝܗࢁ 和Վݝࢁ

෱ౡݝ 〇 ௗऔݝ

Ἒ৓ݝ ౡࠜݝ

ಢ໦ݝ Ԭݝࢁ

ݝഅ܈ 広ౡݝ

ݝۄ࡛ ݝޱࢁ

ઍ༿ݝ 〇 〇 ಙౡݝ

౦ژ౎ ߳઒ݝ

ਆಸ઒ݝ Ѫඤݝ

৽ׁݝ ݝ஌ߴ

ݝསࢁ ෱Ԭݝ 〇

෋ݝࢁ 〇 ݝլࠤ 〇

ੴ઒ݝ 〇 ௕࡚ݝ 〇

෱Ҫݝ ݝຊ۽ 〇

௕໺ݝ 〇 大෼ݝ 〇

ݝෞذ 〇 宮࡚ݝ 〇

੩Ԭݝ 〇 ݝౡࣇࣛ 〇

Ѫ஌ݝ 〇 ԭೄݝ 〇

ݝॏࡾ 〇 ܭ߹ �� �� �� �� �� ���

ɹ６看護大学・１短期大学に͓いͯɺ日本赤十字社֤支部・病院ɺ日本赤十字社看護師同方会ɺ日本学ੜ支ԉٴߏػͼ࣏ࣗମ等の
867
からɺ全学ੜの51�9ˋに͋たΔ1ؔػ142人（࣮人਺）ʤԆ΂3
191人（ࡢ年౓ΑΓ92人ݮ）ɺ学部・学科ࡏ学ੜの54�9ˋɺ大
学院ࡏ学ੜの18�5ˋʥが঑学ۚをड͚ま͠たɻ
ɹͦの͏ͪɺ日本赤十字社֤支部・病院からの঑学ۚ͸ɺ঑学ۚडڅ学ੜ3
191人の26�8ˋに͋たΔ858人がड͠څま͠たɻʮ高等
教育の修学支ԉ৽੍౓ʯをར༻͠た学ੜ͸360人Ͱ͠たɻ
ɹまたɺ6看護大学・1短期大学に͓͚Δ঑学ۚのडڅ૯ֹ͸ɺ21ԯ354ສԁͰɺ一人͋たΓ（࣮人਺）のडֹڅ͸学部Ͱ໿113ສ
ԁɺ大学院Ͱ͸໿74ສԁとͳΓま͠たɻ

˞੺ेࣈ঑ֶۚΛड͍ͯ͠څΔ৔߹ʹʓΛ෇͍ͯ͠·͢ɻ
·ͨɺ୹ظେֶͰͷडڅ͸͋Γ·ͤΜͰͨ͠ɻ

奨学金の受給状況
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ʲҩྍࢪઃ͔Βͷडڅঢ়گʳ

ҩྍ施設໊

日
本
赤
十
字�

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

豊
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

広
島
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

九
州
国
際
看
護
大
学

ҩྍ施設໊

日
本
赤
十
字�

北
海
道
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

秋
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

豊
田
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

広
島
看
護
大
学

日
本
赤
十
字�

九
州
国
際
看
護
大
学

1 ೔ຊ੺ेࣾࣈҩྍηンλʔ 〇 〇 46 පӃࣈ੺ेࢁߴ
2 Ѵ઒੺ेࣈපӃ 〇 47 පӃࣈෞ੺ेذ
3 ҏୡ੺ेࣈපӃ 〇 48 ੩Ԭ੺ेࣈපӃ 〇

4 ۴࿏੺ेࣈපӃ 〇 49 ඿দ੺ेࣈපӃ 〇 〇

5 ๺ݟ੺ेࣈපӃ 〇 50 ҏ౾੺ेࣈපӃ 〇

6 පӃࣈ੺ेࢁ܀ 〇 51 Ҿࠤ੺ेࣈපӃ
7 ӜՏ੺ेࣈපӃ 〇 52 ੄໺੺ेࣈපӃ
8 খਗ਼ਫ੺ेࣈපӃ 〇 53 ೔ຊ੺ेࣾࣈѪ஌ҩྍηンλʔ�

名ݹ԰ୈҰපӃ 〇

9 ஔށ੺ेࣈපӃ 〇 54 ೔ຊ੺ेࣾࣈѪ஌ҩྍηンλʔ�
名ݹ԰ୈೋපӃ 〇

10 വؗ੺ेࣈපӃ 〇 〇 55 ҏ੎੺ेࣈපӃ 〇 〇

11 ਗ਼ਫ੺ेࣈපӃ 〇 56 大௡੺ेࣈපӃ 〇 〇

12 ീށ੺ेࣈපӃ 57 大௡੺ेࢤࣈլපӃ
13 ੝Ԭ੺ेࣈපӃ 58 ௕඿੺ेࣈපӃ
14 ઋ୆੺ेࣈපӃ 〇 59 පӃࣈ౎ୈҰ੺ेژ 〇 〇

15 ੴר੺ेࣈපӃ 〇 〇 60 පӃࣈ౎ୈೋ੺ेژ
16 ळా੺ेࣈපӃ 〇 61 ෣௽੺ेࣈපӃ
17 ෱ౡ੺ेࣈපӃ 〇 62 大ࡕ੺ेࣈපӃ
18 ਫށ੺ेࣈපӃ 〇 63 පӃࣈ௬੺ेߴ
19 පӃࣈՏ੺ेݹ 〇 64 ඣ࿏੺ेࣈපӃ
20 ๕լ੺ेࣈපӃ 65 ଟՄ੺ेࣈපӃ
21 ಹਢ੺ेࣈපӃ 〇 〇 66 ਆށ੺ेࣈපӃ 〇

22 ଍ར੺ेࣈපӃ 67 ೔ຊ੺ेࣾࣈ和Վࢁҩྍηンλʔ
23 લڮ੺ेࣈපӃ 68 ௗऔ੺ेࣈපӃ 〇

24 පӃࣈொ੺ेݪ 〇 69 দߐ੺ेࣈපӃ 〇

25 ͍ͨ͞·੺ेࣈපӃ 70 ӹా੺ेࣈපӃ 〇

26 খ઒੺ेࣈපӃ 〇 71 Ԭࢁ੺ेࣈපӃ 〇

27 ਂ୩੺ेࣈපӃ 〇 72 Ԭࢁ੺ेۄࣈ໺පӃ
28 成ా੺ेࣈපӃ 〇 〇 73 広ౡ੺ेࣈɾݪരපӃ 〇

29 ෢ଂ໺੺ेࣈපӃ 〇 〇 〇 74 ঙݪ੺ेࣈපӃ 〇

30 大৿੺ेࣈපӃ 〇 〇 〇 〇 75 පӃࣈ੺ेݪࡾ
31 ౦͔͔ͭ͠ژ੺ेࣈ฼ࢠҩྍηンλʔ 〇 76 පӃࣈ੺ेޱࢁ 〇

32 Έͳͱ੺ेࣈපӃ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 77 খ໺ా੺ेࣈපӃ
33 ਇ໺੺ेࣈපӃ 〇 78 ಙౡ੺ेࣈපӃ 〇

34 ૬໛ݪ੺ेࣈපӃ 〇 79 පӃࣈদ੺ेߴ 〇 〇 〇

35 ௕Ԭ੺ेࣈපӃ 〇 80 দࢁ੺ेࣈපӃ 〇

36 පӃࣈས੺ेࢁ 81 පӃࣈ஌੺ेߴ 〇

37 ෋ࢁ੺ेࣈපӃ 82 ෱Ԭ੺ेࣈපӃ 〇

38 ۚ୔੺ेࣈපӃ 83 පӃࣈ௡੺ेࠓ
39 ෱Ҫ੺ेࣈපӃ 〇 84 Յຑ੺ेࣈපӃ
40 ௕໺੺ेࣈපӃ 〇 〇 85 ౜௡੺ेࣈපӃ
41 ਡ๚੺ेࣈපӃ 〇 86 ೔ຊ੺ेࣾࣈ௕࡚ݪരපӃ
42 ҆ಶ໺੺ेࣈපӃ 87 ೔ຊ੺ेࣾࣈ௕࡚ᨠૣපӃ
43 ઒੢੺ेࣈපӃ 88 පӃࣈຊ੺े۽ 〇 〇

44 Լҏಹ੺ेࣈපӃ 89 大෼੺ेࣈපӃ
45 ൧ࢁ੺ेࣈපӃ 90 පӃࣈౡ੺ेࣇࣛ 〇

91 ԭೄ੺ेࣈපӃ

ܭ߹ ��� �� ��� ��� ��� ���

事ۀの概要
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ɹ本ࢽ͸ɺ౰ηϯλーのࢽؔػͰɺࠓ年౓͸ɺ巻಄に赤十字国際ҕһ会ற日୅දの
ま͠たɻまたɺ特集１とͯ͠͠ࡌܝをߘدฒͼに国際人道法にؔ͢Δ専門Ոのߘد
赤十字医療ݱ৔からのリϙートʮίϩナՒの教܇ʯɺ特集２とͯ͠ ʮ赤十字と博物館ʯ
を取Γ্͛た΄かにʮ赤十字看護教育の૑࢝ऀたͪʯͳͲを͠ࡌܝま͠たɻ
ɹ1
600部を࡞成͠ɺ日本赤十字社都道෎県支部・施設を͸͡Ίɺؔ 連লிɺओཁ
人道ؔ連団ମɺओཁ大学研究ऀɺओཁ大学ਤॻ館ٴͼ教育ؔػ等΁഑෍͠ま͠たɻ

「人道研究ジャーナル」Vol.13の刊行

教育・啓発用資材の制作

ʮ人ಓڀݚδϟʔφϧʯ7PM�13ʮ人ಓڀݚδϟʔφϧʯ7PM�13

令和5年度の研究活動

1

2

ɹ೔本੺ेࡍࠃࣈ人ಓڀݚηϯλʔʢ+BQBOFTF 3FE $SPTT *OTUJUVUF GPS )VNBOJUBSJBO 
4UVEJFTʣ͸ɺ೔本੺ेֶࣈԂ͕ઃஔ͢Δ�େֶɺ�୹ظେֶͷڭҭڀݚͷઐ໳人ࡐΛ͔ͨ͠׆
人ಓ໰୊ʹؔ͢Δֶज़తͳڌ఺とͯ͠ ɺௐ ɾࠪڀݚ事ۀ౳Λ࣮͢ࢪΔ と͜Λ໨తʹɺ ฏ੒��೥
̐月ɺ೔本੺ेޢ؃ࣈେֶ内ʹ೔本੺ेࣾࣈͷྗڠΛಘͯ։ઃ͞Ε·ͨ͠ɻ

■ 国際赤十字（日本赤十字社を含む。以下同じ。）の歴史・史料に関する調査研究
■ 国際赤十字の活動及び事業に関する調査研究
■ 国際人道法の普及及び調査研究に必要な事業
■ 国際赤十字関係機関・団体等との学術研究の連携・協力
■ 看護大学・短期大学が行う調査研究の支援

主な
事業内容

೔ຊ੺ेࡍࠃࣈ人ಓڀݚηϯλʔのಈ޲

ʮ%JBMPHVF�PO�/VDMFBS�8FBQPOT
ʕ੺े࢒ʹࣈΔɺ֩ ฌثͱ

ͷhऀͨͬ߹͖޲ ༿ݴ ʯɦ（ୈ̎࡮）

ʮ%JBMPHVF�PO�/VDMFBS�8FBQPOT

ʮ%JBMPHVF�PO�/VDMFBS�8FBQPOT
ʵ੺े࢒ʹࣈΔɺ֩ ฌثͱ͖޲߹ͬͨऀͷh ༿ݴ ʯɦͷୈ２࡮
ɹ広島・長࡚΁の原ര౤ԼҎ߱ɺ一؏ͯ͠ 核ฌثഇઈをૌ͑ͯ ͖た日本赤十字社の
ಈͳͲ਺ʑのΤϐιーυ׆護ٹಈ΍国際赤十字・赤৽月ӡಈの一୺をඃ災ऀの׆
を௨ͯ͡঺介͢Δ࡭子を3
000部૿͠࡮ɺ国際人道法のීٴ΍核ഇઈΩャϯϖーϯ
のଅ進のたΊに༗ޮに׆༻͠ま͠たɻ
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研究員による海外調査・研究活動概要

日本赤十字社の歴史史料調査・収集
೔ຊ੺ेޢ؃ࣈ大ֶʹ͓͚Δྺ࢙࢙ྉͷలࣔ౳

ͮجʹ๏ޢຽอࠃ ೔͘ຊ੺ेࣾࣈͷରԠʹؔ͢Δௐࠪڀݚ

1946年ڭޢ؃ҭ੍౓վֵʹ͓͚Δ੺ेڭޢ؃ࣈҭʹؔ͢Δௐࠪڀݚ

ୈೋ࣍ੈքઓதͷϗϩίʔスτʹؔ͢Δௐࠪڀݚ

*'3$ɾ14ηンλʔൃߦͷϚχϡΞϧ （ྨʮ5IF�XFMM�CFJOH�HVJEFʯ౳）ͷ຋༁

ʰ஍ࠈͷᆠߺʹରቂͯ͠ʕ੺ेࡍࠃࣈҕ員ձ（*$3$）ͱୈҰ࣍ੈք大ઓ ͷɦ຋༁

ɹ日本赤十字看護大学の看護のྺ࢙にؔ͢Δ࢙ྉのऩ集と保ଘɺӾཡαーϏスɺ学಺΍ϗーϜϖージͰの
లࣔをܧଓͯ͠ を౿ま͑ɺʮύϯσ܇છ঱の教ײίϩナ΢Πϧスܕ年౓のలࣔίーナーͰ͸ɺ৽ࠓいま͠たɻߦ
ϛοΫと看護ʙײછ঱に立ͪ޲かいɺൃ ల͢Δ看護ʙʯをςーϚにاըలが開࠵さΕま͠たɻలࣔに͸ɺ第10
回赤十字国際会議（1912年）Ͱの公ऺӴੜ事業推進のܾ議をड͚ɺϩϯυϯͰ開࠵さΕた公ऺӴੜ看護ߨश
会に日本赤十字社病院の看護婦長が参Ճ͠た と͜ɺまた1928年にʮ日本赤十字社会看護婦養成نଇʯが੍
ఆさΕɺ公ऺӴੜ看護の人ࡐ育成を推進͢ΔͳͲ日本の公ऺӴੜ看護のઌ͚ۦとͳͬた と͜にؔ͢Δو重ͳ

ࣸਅ΍ࢿྉがలࣔさΕま
͠たɻ
ɹ看護にかかΔྺ࢙త࢙
ྉにͭいͯ͸ɺدଃさΕた
΋のを中৺にه࿥ࣸਅ集
とͯ͠ ࢙ྉ集第14巻のී
成͠ɺ全国の看࡞൛をٴ
護大学・看護専門学校等
に഑෍͠ま͠たɻ

ɹถ国ɺӳ国ͳͲのઌ進国の赤十字社が国ຽ保護のたΊに策ఆͯ͠ いΔ計ըにؔ͢Δจݙ等のௐࠪ෼ੳをߦ
いɺまた本社ؔ連部ॺとの国ຽ保護ରԠのษڧ会を開͠࠵ま͠たɻ

ɹઓ後ɺ֤ ஍の日本赤十字社看護婦養成所に͓͚Δ看護教育の改ֵのঢ়گにͭいͯ日赤社࢙ه・ߘ೦ࢽ等か
らؔ連ه事等を੔理͠෼ੳͯ͠ いま͢ɻ

ɹナνス・υΠπにΑΔϢμϠ人のϗϩίーストにؔ͢ΔυΠπɺϙーϥϯυのྺ࢙࢙੻のௐࠪ研究を࣮施͠ま
͠たɻΞ΢γϡϏοπʹϏϧέナ΢੍ڧऩ༰所（ϙーϥϯυ）ٴͼʮϕϧリϯ・ϢμϠʯ博物館ͳͲの๚問ٴͼؔ
いま͠たɻߦྉのऩ集・ௐࠪをࢿ܎

ɹ*'3$（国際赤十字・赤৽月社連盟）の14ηϯλー（৺理社会త支ԉリϑΝϨϯスηϯλー）がൃͯ͠ߦ いΔ
ʮ͜͜ ΖのέΞʯにؔ͢ΔϚχϡΞϧの͏ ʮͪ5Ie XeMM�beJOH HVJEeʯの຋༁をͯͬߦいま͢ɻ

ɹ'�#VHOJPOஶ $POGSPOUJOH UIe )eMM PG UIe 5SeODIeTʵ5Ie *$3$ BOE UIe 'JSTU WPSME WBS 2018の
຋༁をͯͬߦいま͢ɻ原ஶ͸第一࣍ੈք大ઓをػに*$3$がͲ͏ม๴͠たかをଟ֯తに෼ੳ・ղઆͯ͠ いま͢ɻ

3

4

日؃େలࣔίʔφʔ



資金収入合計で、増額となりました。
13,517,809千円資金収入合計 （લ年౓ൺ�457,601千円 　　）

ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹ֹ͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ

科目
令和５年度 令和４年度

決算額
対前年度比較

予算額 決算額 差異 増減額 増減率（%）

ֶੜੜె等ೲ෇ۚऩೖ �
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合　計 13
136
304 13,517,809 ˚�381
505 13
060
208 457,601 3�5

❶

❸

❺

❷

❹

（単位：ઍԁ）

増

❷寄付金収入
‎教育ج൫੔උ事業にର͢Δ日本赤十字社からのॿ成ۚٴͼ一般د෇ۚの૿Ճ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ94,150千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ94,150千円 増

❶学生生徒等納付金収入
‎日本赤十字看護大学さいたま看護学部の開設4年໨にΑΔࡏ学ੜ਺の૿Ճ等にΑΓɺલ年౓ൺ40,507千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ40,507千円 増

❹付随事業・収益事業収入
‎ લ年౓計্͠た北海道看護大学の৽ܕίϩナ΢ΠϧスϫΫνϯ৬Ҭ઀छ΁の協ྗのݮগ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ15,197千円の減額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ100,000千円 減

લ年౓ൺ15,197千円 減

❺前年度繰越支払資金
‎લ年౓܁ӽ支෷ࢿ ͸ɺલ年౓ൺ229,371千円の増額とͳΓま͠たɻ（༬ۚݱۚ）

❸資産売却収入
‎લ年౓計্͠た日本赤十字看護大学保༗݊࠴のຬ期ঈؐに൐͏༗Ձূ݊ച٫ऩೖのݮগにΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ100,000千円の減額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ229,371千円 増
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͢·͠ࠂΛใگঢ়ࢉͷܾܭ会ߍֶ
ɹۚࢿऩ支計ࢉॻ͸ɺ౰֘会計年౓の教育・研究ͦのଞの׆ಈにରԠ͢Δ
͢΂ͯのऩೖ・支ग़の಺༰ฒͼに支෷ۚࢿのಈ͖を໌らかに͢Δ΋のͰ͢ɻ資金収支決算

務の概要ࡒ

1 資金収入の部
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ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹ֹ͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ

科目
令和５年度 令和４年度

決算額
対前年度比較

予算額 決算額 差異 増減額  増減率（％）

ਓ݅අࢧग़ �
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（単位：ઍԁ）

❶教育研究経費支出
‎ 国にΑΔిؾ・ΨスՁ格ܹม؇和ର策事業等のӨڹにΑΓޫ೤水අ支ग़がݮগ͠た一方ɺ৽ܕίϩナ΢Πϧスײછ঱ର策の

؇和に൐͏ཱྀඅަ௨අ支ग़の૿Ճٴͼ校ࣷ等の修સඅ支ग़等ܦඅの૿ՃにΑΓɺલ年౓ൺ67,091千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ67,091千円 増

લ年౓ൺ31,286千円 増❷管理経費支出
‎ 校ࣷ等の修સඅ支ग़ٴͼ学園の看護大学を̧̥ ͢ΔたΊのಈը੍࡞とల開にかかΔ広ใඅ支ग़等ܦඅの૿ՃにΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ31,286千円の増額とͳΓま͠たɻ

❸施設関係支出
‎ લ年౓計্͠た九州国際看護大学に͓͚Δ校ࣷ等の௨৴設උ੔උඅのݮগ等にΑΓɺ78,042千円の減額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ78,042千円ɹ減

લ年౓ൺ31,346千円ɹ減❹設備関係支出
‎ લ年౓計্͠た日本赤十字看護大学に͓͚Δ教育研究༻ثػඋ඼支ग़のݮগ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ31,346千円の減額とͳΓま͠たɻ

❺資産運用支出
‎ ֤ 大学が計্͠たୀ৬څ与Ҿ౰特ఆٴ࢈ࢿͼ施設設උ੔උҾ౰特ఆ࢈ࢿ΁の܁ೖ支ग़のݮগ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ142,651千円の減額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ142,651千円ɹ減

લ年౓ൺ313,252千円 増❻翌年度繰越支払資金
‎ ཌ年౓܁ӽ支෷ࢿ ͸ɺલ年౓ൺ313,252千円の増額とͳΓま͠たɻ（༬ۚݱۚ）
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資金支出合計で、増額となりました。
13,517,809千円資金支出合計 （લ年౓ൺ�457,601千円 　　）増

2 資金支出の部

務の概要ࡒ
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ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹ֹ͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ

区分 科目
令和５年度 令和４年度

決算額
対前年度比較

予算額 決算額 差異 増減額  増減率（％）
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ɹ事業׆ಈऩ支計ࢉॻ͸ɺ学ੜੜె等ೲ෇ۚ等本業の教育׆ಈにର͢Δʮ教育׆ಈ
ऩ支ʯɺड取རଉ等財務׆ಈにର͢Δʮ教育׆ಈ֎ऩ支ʯٴͼ࢈ࢿച٫等ྟ࣌తͳ׆
ಈにର͢Δʮ特別ऩ支ʯの３ͭに۠෼ͯ͠දࣔͯ͠いま͢ɻ
ɹまたɺ本計ࢉॻ͸ɺ౰֘会計年౓の事業׆ಈऩೖٴͼ事業׆ಈ支ग़の಺༰ฒͼに
ঢ়ଶをࣔ͢΋のͰ͢ɻߧۉ本ۚ取ֹ่等をؚΊɺ事業ऩ支のجͼٴ本ۚ組ೖֹج

事業活動
収支決算

2
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ɹج本ۚ組ೖֹと͸ɺ学校法人のӬଓతҡ࣋にඞཁͳ࢈ࢿをܧଓతに保࣋͢ΔたΊɺҡ࣋͢΂͖΋のとͯ͠事業׆ಈऩೖから
組ΈೖΕたֹۚͰ͢ɻ
ɹ令和5年౓͸ɺج本ۚ全ମと͠ ͯ͸ɺ131
078ઍԁを組ΈೖΕɺ30
879ઍԁを取Γ่͠ま͠たɻ

ຊۚ·Ͱ4छྨ͋Γ·͢ɻج߸ຊ͔ۚΒୈ4ج߸ຊۚʹ͸ɺୈ1ج（ߟࢀ）

ɹ˔ 第1߸ج本ۚ͸ɺ施設設උの੔උ֦ॆのたΊに支ग़͠たֹۚͰ͋Γɺ令和5年౓͸法人本部ٴͼ5大学Ͱ合Θͤͯ131
078
ઍԁを組ΈೖΕɺ広島看護大学ٴͼ秋田短期大学Ͱ合Θͤͯ30
879ઍԁを取Γ่͠ま͠たɻ

ɹ˔ 第3߸ج本ۚ͸ɺ教育・研究׆ಈのҡ্࣋޲を໨తと͠た教育研究ٴۚجͼ঑学ۚج等の設ఆͰ͋Γɺ令和5年౓の組Έ
ೖΕ͸͋ΓまͤΜɻ

ɹ˔ 第4߸ج本ۚ͸ɺ߃ৗతͳۚࢿのҡ࣋のたΊの設ఆͰ͋Γɺ令和5年౓の組ΈೖΕ͸͋ΓまͤΜɻ

❶学生生徒等納付金
‎ 日本赤十字看護大学さいたま看護学部の開設4年໨にΑΔࡏ学ੜ਺の૿Ճ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ40,507千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ40,507千円 増

❷寄付金
‎ 教育ج൫੔උ事業にର͢Δ日本赤十字社からのॿ成ۚٴͼ一般د෇ۚの૿Ճ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ69,684千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ69,684千円 増

લ年౓ൺ31,455千円 増❹その他の特別収入
‎ 豊田看護大学の開学20प年ه೦事業にかかΔد෇ۚの૿Ճٴͼ九州国際看護大学の৘ใ௨৴ثػ੔උにର͢Δ国ิݿॿۚ

のަ෇等にΑΓɺલ年౓ൺ31,455千円の増額とͳΓま͠たɻ

❸付随事業収入
‎ લ年౓計্͠た北海道看護大学の৽ܕίϩナ΢ΠϧスϫΫνϯ৬Ҭ઀छ΁の協ྗのݮগ等にΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ15,197千円の減額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ15,197千円ɹ減

❺人件費
‎ ୀ৬੍ۚ౓改ਖ਼に൐͏ୀ৬څ与Ҿ౰ۚ܁ೖֹのݮগ等にΑΓɺલ年౓ൺ221,064千円の減額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ221,064千円ɹ減

1 事業活動収入の部

2 事業活動支出の部

3 基本金組入額等

務の概要ࡒ

❼管理経費
‎ 校ࣷ等の修સඅٴͼ学園の看護大学を̧̥ ͢ΔたΊのಈը੍࡞とల開にかかΔ広ใඅ等ܦඅの૿ՃにΑΓɺ
ɹલ年౓ൺ31,781千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ31,781千円 増

❻教育研究経費
‎ 国にΑΔిؾ・ΨスՁ格ܹม؇和ର策事業等のӨڹにΑΓޫ೤水අがݮগ͠た一方ɺ৽ܕίϩナ΢Πϧスײછ঱ର策の؇和

に൐͏ཱྀඅަ௨අの૿Ճٴͼ校ࣷ等の修સඅ等ܦඅの૿ՃにΑΓɺલ年౓ൺ25,884千円の増額とͳΓま͠たɻ

લ年౓ൺ25,884千円 増
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❶有形固定資産
‎ 豊田看護大学ɺ九州国際看護大学の教育研究༻ثػඋ඼の੔උのଞɺ֤ 大学のݻఆ࢈ࢿの੔උが͋ͬた一方ɺ設උ等のߋ

৽に൐͏আٴ٫ͼݮՁঈ٫ֹの計্にΑΓ減少͠ま͠たɻ

લ年౓ൺ414,258千円 減

❷特定資産
‎ 施設設උのߋ৽等に࢖༻͢Δ施設設උ੔උҾ౰特ఆ࢈ࢿ等が૿Ճ͠た一方ɺୀ৬څ与Ҿ౰特ఆ࢈ࢿが減少͠ま͠たɻ

લ年౓ൺ4,562千円 減

❸その他の固定資産
‎ 北海道看護大学保༗の݊࠴のຬ期ঈؐٴͼ֤大学のιϑト΢ΣΞのݮՁঈ٫ֹの計্等にΑΓ減少͠ま͠たɻ

લ年౓ൺ8,302千円 減

લ年౓ൺ331,546千円 増❹流動資産
‎ ୀ৬੍ۚ౓改ਖ਼にΑΔୀ৬څ与Ҿ౰特ఆ࢈ࢿ΁の܁ೖのݮগのӨڹ΋͋Γɺۚݱ・༬ۚ等が増加͠ま͠たɻ

令和５年度 令和４年度 増減

資
産
の
部

࢈ࢿఆݻ ��
���
��� ��
���
�1� ˚����
1��

　༗ݻܗఆ࢈ࢿ ��
���
��� �3
���
��� △ 414,258

　ಛఆ࢈ࢿ �1
���
�13 �1
���
1�� △ 4,562

　ͦͷଞͷݻఆ࢈ࢿ �3
��� ��
��� △ 8,302

ྲྀಈ࢈ࢿ �
���
��1 �
�33
3�� 331,546

資産の部合計 49,024,563 49,120,139 △ 95,576

（単位：ઍԁ）

ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ

【資産の部】

❶

❷

❸

❹

ɹ࢈ࢿの部ɺෛٴ࠴ͼ७࢈ࢿの部の科໨͝とにɺ౰֘会計年౓຤のֹをલ年౓
会計年౓຤のֹとൺֱͯ͠ɺ౰֘会計年౓຤の財࢈のঢ়گをද͢΋のͰ͢ɻ貸借対照表

科目
年度

1 資産の部

3
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（単位：ઍԁ）

令和５年度 令和４年度 増減

負
債
の
部

࠴ఆෛݻ 1
���
��� �
1��
�11 △ 171,039

ྲྀಈෛ࠴ 1
�3�
�31 1
���
��� △ 22,944

ෛ࠴ͷ෦合計 3
���
��� 3
��3
1�� ˚�1�3
���

純
資
産
の
部

ຊۚج ��
���
33� ��
���
133 100,199

ֹࠩࢧӽऩ܁ ˚�1
�11
��3 ˚�1
�1�
1�� △ 1,793

७࢈ࢿͷ෦合計 ��
�1�
3�� ��
�1�
��3 ��
���

負債及び純資産の部合計 49,024,563 49,120,139 △ 95,576

ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ

【負債の部】

❶固定負債
‎ ୀ৬څ与Ҿ౰ۚのӨڹにΑΓ減少͠ま͠たɻ

લ年౓ൺ171,039千円�ɹɹ減

❷流動負債
‎ 年౓຤に計্͠たલडۚ等にΑΓ減少͠ま͠たɻ

લ年౓ൺ22,944千円�ɹɹ減

લ年౓ൺ1,793千円 減❹繰越収支差額
‎ ج本ۚ組ೖֹ等1ԯԁの૿にΑΓɺ܁ӽऩ支ֹࠩ͸減少͠ま͠たɻ

લ年౓ൺ100,199千円 増❸基本金
‎ 日本赤十字看護大学ɺ九州国際看護大学の教育研究༻ثػඋ඼の੔උ等にΑΓݻఆ࢈ࢿ取ಘにΑΔ組ΈೖΕをͬߦたたΊɺ

第１߸ج本ۚ͸増加͠ま͠たɻ

【純資産の部】

❶

❷

❸

❹

科目
年度

務の概要ࡒ

2 負債・純資産の部
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科目 数量 金額

࢈ࢿ❶ 49,024,563,172
࢈ࡒຊج ̍　 � ��
�1�
��3
�1�

　　ʢ1ʣ౔地ʢ校舎ෑ地ɺӡಈ৔等ʣ ���
��1���ᶷ �
���
�1�
3��

　　ʢ2ʣݐ෺ʢ校舎ɺਤॻؗɺମҭؗ等ʣ 1��
��1��1ᶷ 1�
���
���
���

　　ʢ3ʣਤॻʢ࿨ॻɺ༸ॻɺࢹௌ֮ࢿྉ12,648఺ʣ 3��
࡭��� 1
���
���
13�

　　ʢ4ʣ教۩等ʢ教۩ɺ校۩ɺ؅ཧ༻උ品ʣ ��
���఺ ���
1��
��3

　　ʢ5ʣߏங෺ʢ道࿏ฮ૷޻事ଞʣ 11�
��3
�1�

　　ʢ6ʣͦͷଞʢं྆ɺ電話Ճೖݖ等ʣ 3�
���
�1�

　̎ ӡ༻࢈ࡒ ��
���
���
3��

　　ʢ1ʣ༬ۚɾۚݱ �
���
��3
��3

　　ʢ2ʣ積ཱۚʢ施設設උ੔උҾ౰ಛఆ࢈ࢿ等ʣ �1
���
�13
���

　　ʢ3ʣ༗Ձূ݊ʢ࠴ࠃ等ʣ �1
��3
���

　　ʢ4ʣෆಈ࢈ʢ౔地ʣ 1�3
���

　　ʢ5ʣ௕ିظ෇ۚʢ঑ֶۚʣ �
�11
���

　　ʢ6ʣࠩೖอূۚʢෑۚ等ʣ 13�
���

　　ʢ7ʣະऩೖۚʢ地ํެஂڞମิ助ۚ等ʣ 1��
�1�
���

　　ʢ8ʣલ෷ۚɾཱସۚɾ୹ିظ෇ۚ 1�
���
���

❷ෛ࠴ 3,209,204,201
༩Ҿ౰ۚʣڅະ෷ۚɺୀ職ظʢ௕࠴ఆෛݻ ̍　 1
���
���
���

　̎ ྲྀಈෛ࠴ʢલडۚɺະ෷ۚɺ༬Γۚʣ 1
�3�
�31
�33

　आ༻࢈ࡒ

　̍ ౔地ʢ校舎ෑ地等ʣ ��
�3��1�ᶷ

舎等ʣ॓د෺ʢݐ ̎　 3
�1��3�ᶷ

（単位：ԁ）

‎ ಺ɹج本財࢈ɹ22,617,083,818円
　　ɹӡ༻財࢈ɹ26,407,479,354円

❶資産総額 49,024,563,172円

❷負債総額

　正味財産

3,209,204,201円

45,815,358,971円

ɹ財࢈໨࿥͸ɺ令和６年3月31日ࡏݱのج本財࢈ɺӡ༻財࢈ɺෛֹ࠴を
ࣔ͠た΋のͰ͢ɻ財産目録4
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（単位：ઍԁ）

参考

科目
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％）

対前年比
（％）

資
金
収
入
の
部

ֶੜੜె等ೲ෇ۚऩೖ �
��1
1�� �1�� �
3��
��� �1�� �
���
��� ���� �
��3
��� ���� �
���
�1� �1�� 1����

手਺ྉऩೖ 11�
1�� ��� 11�
3�� ��� 1��
��� ��� 1��
33� ��� ��
��1 ��� �1��

෇ۚऩೖد ��
�1� ��� 1��
��� 1�1 1��
�3� 1�� ���
��� 1�� 3��
1�� ��� 1����

ิ助ۚऩೖ ��1
��� ��� 1
�3�
��� ��� 1
���
��� ��� 1
1��
��� ��� 1
1��
�1� ��� 1����

ച٫ऩೖ࢈ࢿ 3� ��� � ��� ��� ��� 1��
��� ��� � ��� ���

෇ਵ事ۀɾऩӹ事ۀऩೖ ��
�1� ��3 ��
��3 ��3 ��
��� ��� 3�
13� ��3 �3
�3� ��� �1��

डऔརଉɾ഑౰ۚऩೖ 11�
�1� ��� 1��
3�� ��� 11�
��� ��� 1��
��� ��� 1��
��� ��� 1���1

લडۚऩೖ ���
�3� 3�� ���
�1� 3�� ��1
�3� 3�� ��3
��� 3�� �3�
3�� 3�� ���1

ͦͷଞͷऩೖ等 1
���
3�� 1��� 1
��1
1�� 1��� 1
���
��� 13�1 1
���
1�3 1��� �
��1
1�� 1��3 11���

ఆצऩೖௐ੔ۚࢿ ˚����
�3� ˚���� ˚���3
��� ˚���� ˚���3
��� ˚���� ˚���1
��� ˚���� ˚����
��� ˚���� 1�1��

લ೥౓܁ӽࢧ෷ۚࢿ �
��3
��� 3��3 �
31�
��� 33�3 �
33�
��� 33�3 3
���
3�� ���� �
1��
�11 3��� 1����

ऩೖ合計ۚࢿ 1�
���
��3 1���� 1�
���
��� 1���� 13
���
��3 1���� 13
���
��� 1���� 13
�1�
��� 1���� 1�3��

資
金
支
出
の
部

ਓ݅අࢧग़ �
�33
�33 33�3 �
���
�33 3��� �
3�1
��1 33�� �
���
�3� 3��� �
��3
��� 33�� 1���1

教ҭܦڀݚඅࢧग़ 1
���
1�� 1��� 1
���
��� 11�� 1
��3
1�� 1��� 1
��3
��1 1��� 1
���
��� 1��� 1����

؅ཧܦඅࢧग़ �3�
�13 ��� 33�
3�� ��� 3�1
�3� ��� 3�3
��� ��� 3��
��� ��� 1����

आೖۚ等རଉ ŋ ฦࢧࡁग़ � ʵ � ʵ � ʵ � ʵ � ʵ ʵ

施設ؔࢧ܎ग़ 1��
��3 1�� 31�
�13 ��� ��1
��� ��� ���
��� 1�� 13�
3�� 1�� ����

設උؔࢧ܎ग़ 3��
��� 3�� ���
��� ��1 ���
��� 1�� ���
�3� 1�� �1�
3�� 1�� ����

ग़ࢧ༺ӡ࢈ࢿ ���
��1 3�� 3��
��� ��� ���
��� ��� ���
��� ��3 �1�
3�� 3�1 ����

ͦͷଞࢧग़ 1
���
3�� 1��� �
��3
��1 1��� 1
���
��� 13�� 1
���
��3 1��� �
1��
13� 1��1 11���

ఆצग़ௐ੔ࢧۚࢿ ˚����
��1 ˚���� ˚����
�1� ˚�3�3 ˚�3��
��� ˚���� ˚����
�3� ˚���� ˚����
��� ˚���� ����

ཌ೥౓܁ӽࢧ෷ۚࢿ �
31�
��� 3��� �
33�
��� 33�� 3
���
3�� ���� �
1��
�11 31�� �
���
��3 3��� 1����

ग़合計ࢧۚࢿ 1�
���
��3 1���� 1�
���
��� 1���� 13
���
��3 1���� 13
���
��� 1���� 13
�1�
��� 1���� 1�3��

͸ɺ͍͓ͦͯʹࢧऩۚࢿˎ ͷ年౓ͷ現ۚͷಈ͖Λද͍ࣔͯ͠Δ ͱ͔͜Βɺऩೖ߹ܭͱࢧग़߹ֹ͕ܭҰக͍ͯ͠Δɻ
ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹ֹ͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ
ॻʹ͓͍ͯ͸ɺ֤ࢉܭࢧऩۚࢿ๏人શମͷߍֶˎ ෦໳ؒͷ಺෦औҾऩೖ͓Αͼࢧग़͸૬͞ࡴΕ͍ͯΔɻ
ˎ֤Պ໨ͷߏ੒ൺ཰͸ɺͦ ΕͧΕͷ߹ܭʹ઎ΊΔׂ߹ͱͳ͍ͬͯΔɻ

務の概要ࡒ

1 過去５ヵ年の資金収支計算書（学校法人全体）

5
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科目
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％） 金額 構成比率

（％） 金額 構成比率
（％）

対前年比
（％）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

ֶੜੜె等ೲ෇ۚ �
��1
1�� �1�� �
3��
��� ���1 �
���
��� ���1 �
��3
��� ���� �
���
�1� ���� 1����

手਺ྉ 11�
1�� 1�� 11�
3�� 1�� 1��
��� 1�� 1��
33� 1�� ��
��1 1�3 �1��

෇ۚد �1
��� ��� ��
3�� 1�� ��
��� ��� 113
��1 1�� 1�3
��� ��� 1�1��

ৗඅ等ิ助ۚܦ ��1
��� 1��� ���
3�� 1��1 1
��1
��� 1��1 1
13�
��� 1��� 1
13�
1�� 1��3 1����

෇ਵ事ۀऩೖ ��
�1� ��� ��
��3 ��� ��
��� 1�� 3�
13� ��� �3
�3� ��3 �1��

ऩೖࡶ ��
��3 ��� ��
��3 ��� 3�
1�3 ��� 3�
��� ��� �3
�11 ��� 1����

計 �
3��
3�� ���� �
�31
��1 ���� �
���
��� ���� �
�3�
3�� ���� �
13�
�1� ���1 1�1��

事
業
活
動
支
出
の
部

ਓ݅අ �
���
��1 �1�� �
�1�
��� ���1 �
�3�
3�1 �1�3 �
���
3�� �1�� �
���
3�� ���� ����

教ҭܦڀݚඅ 1
��1
31� ���� �
3��
��3 3��� �
�3�
��� 3��� �
���
�1� 3��� �
���
��3 33�� 1�1�1

؅ཧܦඅ �3�
��� ��� 3��
��� ��� �1�
�3� ��� 3�1
�1� ��� ��3
��� ��� 1���1

௃ऩෆೳֹ等 � ��� ��� ��� 1�� ��� 1�� ��� 1
11� ��� �����

計 �
���
��1 ���� �
���
��1 ���� �
3��
33� ���� �
��3
��1 ���� �
3�1
��3 ���� ����

教ҭ׆ಈऩֹࠩࢧ ˚����
��� ʵ ˚���3
��� ʵ ˚����
��� ʵ ˚����
��� ʵ ˚�1��
��� ʵ 3��3

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

डऔརଉɾ഑౰ۚ 11�
�1� 1�� 1��
3�� 1�� 11�
��� 1�� 1��
��� 1�� 1��
��� 1�� 1���1

ͦͷଞͷ教ҭ׆ಈ֎ऩೖ � ��� � ��� � ��� � ��� � ��� ʵ

計 11�
�1� 1�� 1��
3�� 1�� 11�
��� 1�� 1��
��� 1�� 1��
��� 1�� 1���1
事
業
活
動
支
出
の
部

आೖۚ等རଉ � ��� � ��� � ��� � ��� � ��� ʵ

ͦͷଞͷ教ҭ׆ಈ֎ࢧग़ � ��� � ��� � ��� � ��� � ��� ʵ

計 � ��� � ��� � ��� � ��� � ��� ʵ

教ҭ׆ಈ֎ऩֹࠩࢧ 11�
�1� ʵ 1��
3�� ʵ 11�
��� ʵ 1��
��� ʵ 1��
��� ʵ 1���1

ֹࠩࢧৗऩܦ ˚�3��
�3� ʵ ˚�3�3
��� ʵ ˚�3��
��� ʵ ˚�3��
1�� ʵ ˚���
�3� ʵ 1���

特
別
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

ച٫ֹࠩ࢈ࢿ 3� ��� �
��� ��� ��� ��� �� ��� � ��� ���

ͦͷଞͷಛผऩೖ �
�33 ��1 1��
�31 ��1 1��
3�� ��1 1��
��� ��1 1�1
��� ��� 1�1��

計 �
��3 ��1 1��
��� ��� 1��
��� ��1 1��
1�1 ��1 1�1
��� ��� 1����
事
業
活
動
支
出
の
部

ॲ෼ֹࠩ࢈ࢿ 1�
��� ��3 �1
��� ��3 1�
3�� ��� ��
��� ��3 ��
1�� ��3 ����

ͦͷଞͷಛผࢧग़ 3�� ��� 3
�1� ��1 ��� ��� ��� ��� 3�� ��� ����

計 ��
3�1 ��3 ��
��� ��� 1�
�31 ��� ��
��� ��3 ��
�1� ��3 ����

ಛผऩֹࠩࢧ ˚�1�
��� ʵ 1�3
1�� ʵ 13�
��3 ʵ 1��
��� ʵ 1��
�3� ʵ 1����

ֹࠩࢧຊۚ૊ೖલ౰೥౓ऩج ˚�3��
�1� ʵ ˚����
��� ʵ ˚����
�3� ʵ ˚����
��� ʵ ��
��� ʵ ˚�����

ຊۚ૊ೖֹ合計ج ˚�31�
�1� ʵ ˚��
���
��� ʵ ˚��1�
��� ʵ ˚���
3�� ʵ ˚�131
��� ʵ 1�1��

౰೥౓ऩֹࠩࢧ ˚���1
�31 ʵ ˚�3
���
1�� ʵ ˚����
1�� ʵ ˚����
��� ʵ ˚�3�
��� ʵ 1��1

લ೥౓܁ӽऩֹࠩࢧ 1
���
��� ʵ ���
��� ʵ 3�
��� ʵ ˚����
��� ʵ ˚�1
�1�
1�� ʵ 13���

ຊۚऔֹ่ج �1
��� ʵ �
���
��� ʵ ��
�33 ʵ 3�
�1� ʵ 3�
��� ʵ �1��

ཌ೥౓܁ӽऩֹࠩࢧ ���
��� ʵ 3�
��� ʵ ˚����
��� ʵ ˚�1
�1�
1�� ʵ ˚�1
�11
��3 ʵ 1����

ʢߟࢀʣ

事׆ۀಈऩೖ計 �
���
�3� 1���� �
���
��1 1���� �
1��
1�� 1���� �
���
��� 1���� �
���
1�� 1���� 1�1��

事׆ۀಈࢧग़計 �
��3
��� 1���� �
11�
��� 1���� �
���
��� 1���� �
���
1�� 1���� �
3�3
��1 1���� ����

ˎઍԁະຬΛ੾Γࣺͯͯද͍ࣔͯ͠ΔͨΊɺ߹ֹ͕ܭҰக͠ͳ͍ ͱ͕͋͜Δɻ
ॻʹ͓͍ͯ͸ɺ֤ࢉܭࢧಈऩ׆ۀࣄ๏人શମͷߍֶˎ ෦໳ؒͷ಺෦औҾऩೖٴͼࢧग़͸૬͞ࡴΕ͍ͯΔɻ
ˎ֤Պ໨ͷߏ੒ൺ཰͸ɺ׆ۀࣄಈऩೖٴܭͼࢧग़ܭʹରͯ͠ɺͦ ΕͧΕʹ઎ΊΔׂ߹ͱͳ͍ͬͯΔɻ

（単位：ઍԁ）

2 過去５ヵ年の事業活動収支計算書（学校法人全体）
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（単位：ઍԁ）

（単位：ઍԁ）

科目
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%)

対前年比
(%)

資
産
の
部

࢈ࢿఆݻ  ��
��1
1�� �1�� ��
���
��� ���� ��
1��
��3 �1�� ��
���
�1� �1�� ��
���
��� ���� ����

༗ݻܗఆ࢈ࢿ �3
���
�3� ���� �3
���
�33 ���� �3
3�1
�31 ���� �3
���
��� ���� ��
���
��� ���1 ����

ಛఆ࢈ࢿ �1
��3
��� ���� �1
11�
33� ���� �1
���
��3 �3�� �1
���
1�� ���� �1
���
�13 ���� 1����

ͦͷଞͷ
࢈ࢿఆݻ ���
�11 ��� ���
��1 ��� 1��
��� ��� ��
��� ��1 �3
��� ��1 ����

 ྲྀಈ࢈ࢿ �
���
��� ��� �
���
��� ��1 �
�13
��� ��� �
�33
3�� ��� �
���
��1 ��3 1����

༬ۚۚݱͪ͏ �
31�
��� ��� �
33�
��� ��� 3
���
3�� ��� �
1��
�11 ��� �
���
��3 ��� 1����

資産の部合計 49,423,745 1���� 49,265,610 1���� 49,119,183 1���� 49,120,139 1���� 49,024,563 1���� ����

科目
令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%) 金額 構成比率

(%) 金額 構成比率
(%)

対前年比
(%)

負
債
の
部

࠴ఆෛݻ  1
��3
��� 3�� 1
�1�
��� 3�� �
���
�1� ��� �
1��
�11 ��� 1
���
��� ��� ����

 ྲྀಈෛ࠴ 1
���
��� ��� 1
1��
3�� ��� 1
133
��� ��3 1
���
��� ��� 1
�3�
�31 ��� ����

͏ͪલडۚ ���
��� 1�� ��3
�1� 1�� ���
��� 1�� ��3
��� ��� �3�
3�� ��� ���1

負債の部合計 3,021,063 ��1 3,083,628 ��3 3,199,639 ��� 3,403,186 ��� 3,209,204 ��� ���3

純
資
産
の
部

ຊۚج  ��
���
�1� �3�1 ��
1��
��� �3�� ��
���
��� ���1 ��
���
133 ���1 ��
���
33� ���� 1����

ୈ̍߸جຊۚ �1
�1�
�1� ���� �1
��3
��� ���� ��
���
��� ���1 ��
���
133 ���1 ��
3��
33� ���� 1����

ୈ̎߸جຊۚ � ��� � ��� � ��� � ��� � ��� ʵ

ୈ̏߸جຊۚ 3
�3�
��� ��� 3
�3�
��� ��� 3
�3�
��� ��� 3
�3�
��� ��� 3
�3�
��� ��� 1����

ୈ̐߸جຊۚ ��1
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務の概要ࡒ

3 過去５ヵ年の貸借対照表（学校法人全体）



明治10年
明治20年
明治23年
昭和21年

昭和29年

昭和41年

昭和50年
昭和53年
昭和61年
昭和63年
平成元年

平成５年
平成７年
平成８年
平成９年

平成11年
平成12年
平成13年
平成15年
平成16年

平成17年
平成18年
平成19年

平成21年
平成22年
平成23年

平成26年

平成28年

令和２年

（1877年）

（1887年）

（1890年）

（1946年）

（1954年）

（1966年）

（1975年）

（1978年）

（1986年）

（1988年）

（1989年）

（1993年）

（1995年）

（1996年）

（1997年）

（1999年）

（2000年）

（2001年）

（2003年）

（2004年）

（2005年）

（2006年）

（2007年）

（2009年）

（2010年）

（2011年）

（2014年）

（2016年）

（2020年）

博愛社を設立
博愛社から日本赤十字社に改称
日本赤十字社看護婦養成所を設立
日本赤十字女子専門学校に昇格
財団法人日本赤十字女子専門学校を設立
財団法人日本赤十字女子専門学校を学校法人日本赤十字女子短期大学に改組
日本赤十字女子短期大学を設立
学校法人日本赤十字女子短期大学を学校法人日本赤十字学園に改称
日本赤十字女子短期大学を日本赤十字中央女子短期大学に改称
日本赤十字武蔵野女子短期大学看護学科を開設
学校法人日本赤十字学園大阪高等看護学校を開設
学校法人日本赤十字学園大阪高等看護学校を学校法人日本赤十字学園大阪看護専門学校に改称
日本赤十字看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字中央女子短期大学を閉校
日本赤十字愛知女子短期大学看護学科を開設
学校法人日本赤十字学園大阪看護専門学校を閉校
日本赤十字看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字看護大学大学院看護学研究科博士課程後期を開設
日本赤十字秋田短期大学看護学科・介護福祉学科を開設
日本赤十字武蔵野女子短期大学を日本赤十字武蔵野短期大学に改称
日本赤十字愛知女子短期大学を日本赤十字愛知短期大学に改称
日本赤十字北海道看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字広島看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字九州国際看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字北海道看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字豊田看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字広島看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字看護大学と日本赤十字武蔵野短期大学が統合
日本赤十字愛知短期大学を閉校
日本赤十字武蔵野短期大学を閉校
日本赤十字九州国際看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字秋田看護大学看護学部看護学科を開設
日本赤十字豊田看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字秋田短期大学看護学科を閉科
日本赤十字秋田看護大学大学院看護学研究科修士課程を開設
日本赤十字看護大学大学院看護学研究科共同災害看護学専攻博士課程を開設

（国公私立５大学の共同教育課程）
日本赤十字北海道看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字秋田看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字豊田看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字広島看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設
日本赤十字九州国際看護大学大学院看護学研究科共同看護学専攻博士課程後期を開設

（赤十字５大学の共同教育課程）
日本赤十字看護大学さいたま看護学部看護学科を開設

令和６年３月31日　現在
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人道の理念に基づき、日本の看護・介護  福祉を支える多くの人材を育成しています。

法人の概要

学園の沿革



教職員の概要

教授 准教授 講師 助教 助手 事務職 教職員合計

95 71 64 76 18 194 518

法人本部事務局 日本赤十字国際人道研究センター

日本赤十字
九州国際看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
秋田短期大学 介護福祉学科

日本赤十字
広島看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
豊田看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
秋田看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

日本赤十字
北海道看護大学

学　部 看護学部看護学科

大学院 看護学研究科
共同看護学専攻（博士課程後期）

看護学専攻（修士課程）

理
事
会
・
常
務
理
事
会

評
議
員
会

理
事
長

副
理
事
長

監
　
事

日本赤十字看護大学
大学院 看護学研究科

看護学専攻（博士課程後期）

国際保健助産学専攻（修士課程）

共同災害看護学専攻（５年一貫制博士課程）

看護学専攻（修士課程）

（単位：人）
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令和５年５月１日　現在

令和６年３月31日　現在

さいたま看護学部看護学科

看護学部看護学科
学　部

人道の理念に基づき、日本の看護・介護  福祉を支える多くの人材を育成しています。
学園の組織



役員・評議員一覧

理事会 ・ 常務理事会 ・ 評議員会の開催状況

理事長 富田 博樹 令和４年７月就任 日本赤十字社 特別顧問
副理事長 鈴木 俊彦 令和４年７月就任 日本赤十字社 副社長

常務理事

渡部 洋一 令和４年４月就任 日本赤十字社 医療事業推進本部 本部長
庄野 泰乃 令和３年４月就任 日本赤十字社 医療事業推進本部 副本部長兼看護部長
鈴木 一寿 令和２年４月就任 学校法人日本赤十字学園 法人本部 事務局長

鎌倉 やよい 令和３年４月就任 日本赤十字豊田看護大学 学長

理事

原 玲子 令和３年４月就任 日本赤十字秋田看護大学・日本赤十字秋田短期大学 学長
小松 浩子 令和４年４月就任 日本赤十字九州国際看護大学 学長

根本 とよ子 令和５年４月就任 一般財団法人日本赤十字社看護師同方会 理事

矢部 信栄 令和４年７月就任 日本赤十字社全国支部事務局長会 会長
（日本赤十字社東京都支部 事務局長）

片田 範子 平成30年４月就任 公立大学法人三重県立看護大学 理事長・学長
久保 公人 平成30年４月就任 学校法人尚美学園 理事長・尚美学園大学 学長
藤原 誠 令和４年４月就任 東京国立博物館長

監事
竹内 賢治 令和２年４月就任 日本赤十字社 参与
岡原 宏一 令和２年４月就任 公認会計士岡原事務所

◆理事（13名）

◆�監事（2名）

◆�評議員（27名）
安酸 史子
守田 美奈子
田村 由美
佐々木 幾美
志賀 加奈子
高橋 修

鈴木 一寿
金 愛子
小山 和子
根本 とよ子
田島 恵子
中野 玲子
畠山 悦子
望月 律子

富田 博樹
鈴木 俊彦
渡部 洋一
庄野 泰乃
矢部 信栄

牧野 憲一
岩崎 佳子
服部 亮市
井伊 久美子

飯野 奈津子
小野 太一
中島 正治
藤原 誠

日本赤十字北海道看護大学 学長
日本赤十字看護大学 学長
日本赤十字広島看護大学 学長
日本赤十字看護大学 学部長
日本赤十字北海道看護大学 研究科長
日本赤十字秋田看護大学 事務局長

（兼）日本赤十字秋田短期大学 事務部長

学校法人日本赤十字学園 法人本部 事務局長
元 石巻赤十字病院 副院長兼看護部長
元 鳥取赤十字病院 副院長兼看護部長
一般財団法人日本赤十字社看護師同方会 理事
元 深谷赤十字病院 副院長兼看護部長
藍野大学 医療保健学部看護学科 特任教授
元 長野赤十字病院 看護部長
元 静岡赤十字病院 副院長兼看護部長

日本赤十字社 特別顧問
日本赤十字社 副社長
日本赤十字社医療事業推進本部 本部長
日本赤十字社医療事業推進本部 副本部長兼看護部長
日本赤十字社全国支部事務局長会 会長

（日本赤十字社東京都支部 事務局長）

日本赤十字社病院長連盟 会長（旭川赤十字病院 院長）
赤十字医療施設看護部長会 会長（長岡赤十字病院 看護部長）
日本赤十字社 参与
公益社団法人日本看護協会 副会長

（香川県立保健医療大学 学長）

医療福祉ジャーナリスト
国立大学法人政策研究大学院大学 教授
公益財団法人結核予防会 理事
東京国立博物館長
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令和６年３月31日　現在

評議員会

理事会 第１回（参集・Web会議） 令和５年５月23日（火）  第２回（参集・Web会議） 令和５年12月６日（水）
第３回（参集・Web会議） 令和６年３月19日（火）

第１回（参集・Web会議） 令和５年５月23日（火）  第２回（参集・Web会議） 令和５年12月６日（水）
第３回（参集・Web会議） 令和６年３月19日（火）

第１回（Web会議） 令和５年４月10日（月） 第２回（Web会議） 令和５年５月10日（水）
第３回（Web会議） 令和５年９月５日（火） 第４回（Web会議） 令和５年11月６日（月）
第５回（Web会議） 令和５年12月11日（月） 第６回（Web会議） 令和６年２月５日（月）
第７回（Web会議） 令和６年３月４日（月）

常務理事会

※役員賠償責任保険契約について
当法人は、理事、監事及び評議員を被保険者とした役員賠償責任保険契約を締結しており、保険料は全額法人が負担しております。
なお、被保険者による違法行為、犯罪行為等に起因する損害等については、填補の対象外としています。

法人の概要
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［各大学・短期大学の施設概要］
日本赤十字 北海道看護大学 日本赤十字 秋田看護大学・秋田短期大学

日本赤十字 看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒090-0011 北海道北見市曙町664-1
 0157-66-3311　 https://www.rchokkaido-cn.ac.jp/

 校地：59,797m2／校舎等：16,993m2

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒010-1493 秋田県秋田市上北手猿田字苗代沢17-3
 018-829-4000　 https://www.rcakita.ac.jp/

 校地：43,599m2／校舎等：13,771m2

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒150-0012 東京都渋谷区広尾4-1-3
 03-3409-0875　 https://www.redcross.ac.jp/

 校地：18,216m2／校舎等：15,695m2

日本赤十字 広島看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒738-0052 広島県廿日市市阿品台東1-2
 0829-20-2800　 https://www.jrchcn.ac.jp/

 校地：29,882m2／校舎等：19,438m2

日本赤十字 豊田看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒471-8565 愛知県豊田市白山町七曲12-33
 0565-36-5111　 https://www.rctoyota.ac.jp/

 校地：19,710m2／校舎等：17,954m2

日本赤十字 九州国際看護大学

住 所
電 話 URL
施設面積

〒811-4157 福岡県宗像市アスティ1-1
 0940-35-7001　 https://www.jrckicn.ac.jp/

 校地：34,456m2／校舎等：15,097m2

住 所
電 話 URL
施設面積

 〒338-0001 埼玉県さいたま市中央区上落合8-7-19
 048-799-2747　 https://www.redcross.ac.jp/saitama

 校地：2,704m2／校舎等：5,361m2

（広尾キャンパス） （大宮キャンパス）



赤十字学園 検 索学校法人日本赤十字学園
TEL.03-5472-2836 FAX.03-5472-2837

［法人本部事務局］
〒105-0012 東京都港区芝大門1-1-3 日本赤十字社ビル西館6階

赤十字学園 検 索




